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法が神話を纏うとき

法
が
神
話
を
纏
う
と
き
│
│
明
治
憲
法
体
制
の
そ
の
先

）
1
（に

│
│

川　
　

畑　
　

博　
　

昭

は
じ
め
に

　

お
よ
そ
「
学
問
」
と
は
、
根
源
的
な
「
問
い
」
な
し
に
は
成
立
し
よ
う
の
な
い
「
学
び
」
で
あ
る
。
と
は
い
え
、〈
専
門
性
〉
の
甲
羅
で

身
を
固
め
た
今
日
の
学
界
で
、「
自
明
性
」
を
問
い
返
す
こ
と
は
、
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
容
易
で
は
な
い
。
私
は
か
ね
て
か
ら
、
着
任
時
期

が
半
年
違
い
で
、
同
郷
出
身
者
で
も
あ
る
久
冨
木
原
先
生
の
お
仕
事
か
ら
、
こ
の
原
点
を
思
い
起
こ
す
幸
運
を
得
て
き
た
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
こ
こ
で
記
し
て
お
き
た
い
の
が
、
藤
原
清
輔
の
手
に
な
る
『
奥
義
抄
』
を
引
き
つ
つ
、「『
古
今
集
』
以
来
の
伝
統
的
な
王
朝
和
歌
の
規0

範
か
ら
外
れ
る

0

0

0

0

0

0

『
誹
諧
歌
』『
滑
稽
な
歌
』」（
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
傍
点
は
川
畑
）
に
着
目
し
、「『
王
道
』
で
は
な
い
が
『
妙
義
』

を
あ
ら
わ
す
」
点
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
常
に
「
異
端
」
が
胚
胎
す
る
「
妙
義
」
か
ら
物
事
の
本
質
に
迫
ろ
う
す
る
久
冨
木
原
先
生
の
学
問
対

象
へ
の
構
え
で
あ
）
2
（

る
。
如
上
の
歌
論
書
の
勘
所
は
、「
今
案
に
、
滑
稽
の
と
も
が
ら
は
非
㍾道
し
て
し
か
も
成
㍾道
物
也
。
又
誹
諧
は
非
㍼王
道
㍽

し
て
、
し
か
も
述
㍼妙
義
㍽た
る
歌
也
。
故
に
是
を
准
㍼滑
稽
⊿
そ
の
趣
弁
説
利
口
あ
る
も
の
ゝ
如
㍼言
語
⊿
火
を
も
水
に
い
ひ
な
す
な
り
。
或

い
は
狂
言
に
し
て
妙
義
を
あ
ら
は
す
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
（
下
・
一
九
『
日
本
歌
学
体
系
』
一
巻
）。

　

こ
と
ば
と
意
思
を
も
つ
人
間
が
織
り
成
す
世
界
に
は
、
あ
ま
り
に
多
く
の
「
見
え
ぬ
真
理
」
が
あ
る
。「
非
道
し
て
し
か
も
成
道
物
也
」

と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
か
、「
非
王
道
し
て
、
し
か
も
述
妙
義
」
と
捉
え
、「
火
を
も
水
に
い
ひ
な
す
」
と
言
い
放
っ
て
憚
ら
な
い
大
胆
な

洞
察
力
は
、「
自
ず
か
ら
明
ら
か
」
な
も
の
の
み
に
す
が
る
眼
に
望
む
べ
く
も
な
い
。
同
時
に
ま
た
、
眼
光
紙
背
の
ご
と
く
、「
見
え
る
も
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の
」
へ
の
徹
底
的
な
こ
だ
わ
り
か
ら
し
か
、「
見
え
ぬ
真
理
」
は
射
抜
け
な
い
。
久
冨
木
原
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
す
る
に
あ
た
り
、
先
生

の
学
問
へ
の
向
き
合
い
方
を
私
な
り
の
仕
方
で
受
け
止
め
て
き
た
こ
と
の
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、
明
治
の
憲
法
体
制
を
素
材
に
、「
神
話

を
纏
っ
た
法
」
の
実
相
に
こ
だ
わ
る
先
に
拓
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

自
明
の
こ
と
の
「
裏
側
」
を
提
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一　

前
提
─
─
「
人
間
宣
言
」
の
再
読
か
ら

　

主
題
に
お
け
る
「
神
話
」
と
は
、
推
測
で
も
思
い
つ
き
で
も
な
い
。
一
九
四
六
年
一
月
一
日
付
で
官
報
に
掲
載
さ
れ
た
昭
和
天
皇
の
詔
書

は
、
一
般
に
天
皇
の
「
人
間
宣
言
」
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
天
皇
自
身
が
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
基

づ
く
。
冒
頭
に
明
治
天
皇
が
「
国
是
ト
シ
テ
」
下
し
た
五
箇
条
の
誓
文
を
据
え
た
後
に
、
敗
戦
の
結
果
、
国
民
が
「
焦
躁
ニ
流
レ
、
失
意
ノ

淵
ニ
沈
淪
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
傾
キ
ア
リ
」、「
詭
激
ノ
風
漸
ク
長
ジ
テ
道
義
ノ
念
頗
ル
衰
へ
、
為
ニ
思
想
混
乱
ノ
兆
ア
ル
ハ
洵
ニ
深
憂
ニ
堪

ヘ
）
3
（
ズ
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
続
く
。

　
　
　

然
レ
ド
モ
朕
ハ
爾
等
国
民
ト
共
ニ
在
リ
、
常
ニ
利
害
ヲ
同
ジ
ウ
シ
休
戚
ヲ
分
タ
ン
ト
欲
ス
。
朕
ト
爾
等
国
民
ト
ノ
間
ノ
紐
帯
ハ
、
終

始
相
互
ノ
信
頼
ト
敬
愛
ト
ニ
依
リ
テ
結
バ
レ
、
単
ナ
ル
神
話
ト
伝
説
ト
ニ
依
リ
テ
生
ゼ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
天
皇
ヲ
以
テ
現
御
神
（
ア
キ

ツ
ミ
カ
ミ
）
ト
シ
、
且
日
本
国
民
ヲ
以
テ
他
ノ
民
族
ニ
優
越
セ
ル
民
族
ニ
シ
テ
、
延
テ
世
界
ヲ
支
配
ス
ベ
キ
運
命
ヲ
有
ス
ト
ノ
架
空
ナ

ル
観
念
ニ
基
ク
モ
ノ
ニ
モ
非
ズ
。
…
）
4
（
…
。（
下
線
は
川
畑
）

　
「
現
御
神
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
「
架
空
ナ
ル
観
念
ニ
基
ク
モ
ノ
ニ
モ
非
ズ
」
と
述
べ
た
昭
和
天
皇
と
て
、「
な
い
も
の
」
を
否
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
言
及
さ
れ
る
「
神
話
ト
伝
説
」
を
以
て
、
は
か
ら
ず
も
、
天
皇
自
身
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
敗
戦
直

前
の
日
本
社
会
に
存
在
し
た
も
の
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
の
問
題
設
定
の
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
る
。
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こ
の
詔
書
を
注
意
深
く
読
む
時
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
二
つ
の
重
要
な
細
部
に
気
づ
く
。
一
つ
は
、
一
般
に
知
ら
れ
る
「
人
間
宣

言
」
の
名
称
と
は
異
な
り
、
こ
の
詔
書
の
ど
こ
に
も
「
宣
言
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
天
皇
は
「
現
御
神
」

と
し
て
の
性
格
を
否
定
は
し
た
が
、
い
か
な
る
瞬
間
に
も
み
ず
か
ら
の
こ
と
ば
で
「
人
間
」
と
自
己
規
定
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
点
で
あ

る
。「
現
御
神
」
と
ま
で
さ
れ
た
存
在
が
否
定
さ
れ
た
の
ち
の
姿
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
こ
と
ば
を
媒
介
す
る
こ
と
な
く
、
当
然
に
「
天
皇

の
人
間
性
」
と
し
て
導
出
で
き
る
ほ
ど
、
戦
前
の
「
神
話
ト
伝
説
」
は
単
純
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
生
物
学
的
な
ヒ
ト
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。「
我
々
と
同
じ
人
間
性
」
を
も
つ
存
在
と
し
て
、
主
権
者
国
民
が
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
）
5
（

る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
文
字
通
り
解
せ
ば
、「
現
御
神
と
し
て
の
性
格
を
否
定
す
る
天
皇
の
こ
と
ば
」
と
し
か
呼
び
よ
う
の
な
い
文
書
を
、

我
々
は
か
く
も
長
き
に
わ
た
り
「
人
間
宣
言
」
と
呼
び
、
天
皇
制
の
問
題
の
起
点
に
据
え
て
き
た
こ
と
か
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
天
皇
を
め
ぐ

る
「
神
話
ト
伝
説
」
が
か
た
ち
を
変
え
て
はm
utatis m

utandis

現
代
社
会
に
現
れ
る
点
に
、「
国
民
主
権
下
の
日
本
の
君
主
制
」
の
問

題
性
を
見
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
）
6
（
が
、
そ
れ
で
も
、「
人
間
宣
言
」
の
用
語
が
人
び
と
の
思
想
形
成
上
に
放
っ
て
き
た
効
果
に
ま
で
敏
感
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
私
も
ま
た
、「
自
明
性
を
問
う
」
こ
と
を
怠
っ
て
き
た
一
人
な
の
で
あ
る
。

二　

「
神
話
的
法
規
範
」
が
編
み
上
げ
た
明
治
体
制
─
─
「
典
憲
」・「
皇
室
に
対
す
る
罪
」・「
勅
語
」

（
一
）「
背
理
」
を
「
論
理
」
と
し
た
国
家
体
制

　

大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
の
経
緯
が
論
じ
ら
れ
る
際
、
一
八
七
六
年
に
明
治
天
皇
が
元
老
院
議
長
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
に
下
し
た
勅
語
が
し

ば
し
ば
引
照
さ
れ
る
│
│
「
朕
爰
ニ
我
カ
建
國
ノ
體

0

0

0

0

0

0

ニ
基
キ
廣
ク
海
外
各
國
ノ
成
法

0

0

0

0

0

0

0

ヲ
斟
酌
シ
以
テ
國
憲
ヲ
定
メ
ン
ト
ス
夫
レ
宜
シ
ク
汝
等

之
カ
草
案
ヲ
起
創
シ
以
テ
聞
セ
ヨ
朕
將
サ
ニ
之
ヲ
撰
ハ
ン
ト
ス
」。「
國
憲
」
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
こ
で
、
二
つ
の
対
照
的
な
要
素

を
取
り
出
し
、
そ
の
構
図
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
「
建
國
ノ
体
」
で
あ
り
、
他
の
一
つ
が
「
海
外
各
國
ノ
成
法
」
で
あ
る
。
前
者
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は
「
基
」
づ
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
「
斟
酌
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
義
的
に
は
前
者
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
す
れ
ば
後

者
は
「
つ
い
で
」
で
あ
っ
て
、「
悪
い
點
が
あ
る
な
ら
捨
て
ゝ
善
い
所
が
あ
つ
た
な
ら
取
）
7
（

れ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
近
代
憲
法
原
理
の
要
諦
を
、
欧
米
に
範
を
と
り
つ
つ
、
国
家
の
認
識
の
次
元
で
の
〈
自
然
〉
か
ら
〈
人
為
〉
へ
の
「
変
化
」
│
│

さ
ら
に
は
両
者
の
「
断
絶
」
│
│
に
置
く
憲
法
観
に
と
っ
て
、
明
治
体
制
の
法
的
空
間
は
背
理
に
充
ち
て
い
る
。
近
代
の
主
権
国
家
は
、
こ

の
時
代
に
固
有
の
「
立
憲
的
意
味
の
憲
法
」
の
制
定
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
出
現
し
、
そ
こ
で
は
、「
国
民
主
権
」
や
「
人
権
」
こ
そ
が
、「
法

的
擬
制
」
と
し
て
現
実
を
矯
正
す
る
作
用
を
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
）
8
（

る
。
こ
の
点
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
場
合
、
憲
法
が
規
定
し
た
天
皇
大

権
に
つ
い
て
、「
憲
法
に
依
て
新
設
の
義
を
表
す
る
に
非
ず
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
固
有
の
國
体
は
憲
法
に
由
て
益
ゝ
鞏
固
な
る
こ
と
を
示
）
9
（

す
」
と
さ
れ
、

ど
こ
ま
で
も
「
人
為
」
に
よ
る
「
変
化
」
の
側
面
が
忌
避
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
伊
藤
博
文
が
『
憲
法
義
解
』（
以
下
、『
義
解
』）
で
「
第
一

章 

天
皇
」
の
逐
条
解
説
に
入
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
「
我
が
國
君
民
の
分
義
は
既
に
肇
造
の
時
に
定
ま
）
10
（

る
」
と
釘
を
刺
す
か
の
よ
う
に
述

べ
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
「
制
定
」
に
よ
っ
て
「
固
有
の
國
体
」
が
「
益
ゝ
鞏
固
な
る
」
と
説
く
点
に
滲
み
出
て
い
）
11
（

た
。
こ
こ
で
の
憲
法
制

定
は
「
断
絶
」
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
主
権
者
と
臣
民
の
関
係
性
（
君
民
の
分
義
）
を
、
科
学
的
に
は
真
偽
の
ほ
ど
も
定
か
で
は
な
い
「
肇
造
」

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
で
、
ど
こ
ま
で
も
「
建
国
」
以
来
の
「
国
家
と
し
て
の
連
続
性
」
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
東
巳
代
治

の
手
に
な
る
英
訳
版
『
義
解
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
国
家
政
体
の
原
型
（original national polity

）﹇
国
体
│
│
川
畑
﹈」
を
、「
か

つ
て
な
い
ほ
ど
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
確
認
す
る
」
行
為
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
む
し
ろ
、「
か
つ
て
な
い
ほ
ど
よ
り
い
っ
そ
う
」

「
国
体
」
の
連
続
性
と
い
う
「
斬
新
さ
」
は
強
調
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
日
本
で
も
広
く
知
ら
れ
た
憲
法
の
「
存
在
論
的
」
分
類
か
ら
す

れ
）
12
（
ば
、「
名
目
的
憲
法
」
の
典
型
と
さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
繰
り
返
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

憲
法
制
定
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
分
だ
け
権
力
の
正
統
化
機

能
に
矮
小
化
さ
れ
た
理
解
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
実
は
そ
の
「
名
」
に
お
い
て
こ
そ
、
繰
り
返
し
規
定
さ
れ
る
国
家
形
態
が
積
み

重
ね
ら
れ
、
そ
の
分
だ
け
規
範
性
が
確
認
さ
れ
て
き
た
と
も
い
え
）
13
（

る
。
そ
れ
と
の
対
比
で
見
れ
ば
、
当
時
に
お
い
て
は
「
斬
新
」
な
は
ず
の

「
国
体
」
を
、
わ
ざ
わ
ざ

0

0

0

0

憲
法
制
定
に
よ
っ
て
示
す
の
に
は
、「
憲
法
制
定
」
と
い
う
行
為
と
「
国
体
」
と
い
う
産
物
に
付
着
す
る
「
斬
新

さ
」
を
稀
釈
す
る
「
神
業
」
が
必
要
で
も
あ
っ
た
。『
義
解
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
複
数
の
日
本
古
典
に
見
ら
れ
る
神
話
が
、
そ
の
こ
と
を
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裏
づ
け
）
14
（

る
。

（
二
）〈
逆
立
ち
し
た
〉
法
の
位
階
秩
序

　
「
人
間
宣
言
」
が
見
せ
た
戦
前
の
「
神
話
ト
伝
説
」
に
よ
る
規
範
的
空
間
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
法
の
位
階
秩
序
を
逆
転
さ
せ
る
手
法

に
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
、「
典
憲
」、「
皇
室
に
対
す
る
罪
」（
一
八
八
二
年
施
行
の
旧
刑
法
お
よ
び
一
九
〇
七

年
の
改
正
刑
法
）、「
教
育
勅
語
」
の
三
つ
の
憲
法
的

0

0

0

文
書
か
ら
描
出
し
て
み
た
い
。
憲
法
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
「
的
」
と
形
容
詞
句

を
用
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
を
経
て
も
な
お
、
日
本
国
憲
法

が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
「
人
間
宣
言
」
は
、
な
お
も
一
八
八
九
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
の
下
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
憲
法
の

「
告
文
」
に
示
さ
れ
た
「
典
憲
」
や
「
皇
室
典
範
及
憲
法
」
の
語
順

0

0

が
端
的
に
示
し
て
い
た
よ
う
に
、
法
形
式
上
は
一
つ
の
法
律
に
過
ぎ
な

い
〈
典
範
〉
が
憲
法
の
前
に
せ
り
出
す
体
制
で
あ
り
、
現
行
憲
法
の
よ
う
な
最
高
法
規
性
（
九
八
条
）
は
期
待
す
べ
く
も
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
条
文
や
法
典
の
形
式
を
備
え
て
い
な
く
と
も
、
国
家
体
制
（Constitution

）
を
実
質
的
に
構
成
す
る
よ
う
な
（constitutional

）

も
の
は
考
察
の
対
象
と
な
る
。

　

一
八
八
九
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
の
冒
頭
の
条
文
は
、
明
治
体
制
の
背
骨
を
規
定
し
て
い
た
。
広
く
知
ら
れ
た
条
文
で
あ
る
が
、
次
の
よ

う
な
漢
詩
体
で
押
韻
調
を
髣
髴
と
さ
せ
る
規
定
で
あ
る
│
│
「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」（
第
一
条
）。
そ
れ
に
続

き
、
天
皇
に
つ
い
て
は
、「
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ベ
カ
ラ
ス
」（
第
三
条
）
と
さ
れ
、「
一
系
ノ
天
皇
」
は
、「
国
ノ
元
首
ニ
シ
テ
統
治
権
ヲ
総

攬
」（
第
四
条
）
す
る
主
権
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
「
皇
室
典
範
及
憲
法
ヲ
制
定
ス
」
る
目
的
と
し
て
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
告
文
は
、「
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
ヲ
明
徴
」
に
し
て
「
典
憲
を
成

立
」
す
る
こ
と
で
各
条
項
を
知
ら
し
め
、
内
に
お
い
て
は
「
子
孫
」
が
倣
う
べ
き
前
例
と
し
て
、
外
で
は
「
臣
民
」
が
一
体
と
な
っ
て
進
む

べ
き
道
を
広
め
つ
つ
、
守
り
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
、「
益
ゝ
国
家
の
丕
基
ヲ
鞏
固
ニ
シ
八
州
民
生
ノ
慶
福
ヲ
増
進
」
る
こ
と
を
述
べ
て
い

た
。
憲
法
に
先
立
っ
て
置
か
れ
る
ほ
ど
の
皇
室
典
範
に
つ
い
て
、
憲
法
は
「
大
日
本
帝
國
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
繼
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承
ス
」（
第
二
条
）
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
戦
前
に
お
い
て
は
、「
歷
聖
の
遺
訓
を
祖
述
し
、
後
昆
の
常
規
を
垂
）
15
（

貽
」
す
る
も
の
と

さ
れ
た
皇
室
典
範
は
、「
典
範
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
仰
々
し
い
法
形
式
の
名
称
に
よ
っ
て
、『
義
解
』
の
英
訳The Im

perial H
ouse Law

（
斜
体
は
川
畑
に
よ
る
強
調
）
に
照
ら
せ
）
16
（
ば
、
そ
れ
は
単
に
議
会
制
定
法
に
過
ぎ
な
い
と
の
本
性
を
覆
い
隠
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
こ

の
典
範
は
、「
皇
室
自
ら
其
の
家
法
を
絛
定
す
る
者
な
り
。
故
に
公
式
に
依
り
之
を
臣
民
に
公
布
す
る
者
に
非
ず
」、
し
か
も
「
帝
國
議
會
の

協
賛
を
經
る
を
要
せ
ざ
る
な
り
」
と
し
）
17
（
て
、
議
会
制
定
法
と
し
て
の
性
格
は
周
到
に
剝
ぎ
取
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
直
接
に
は
こ
の

「
法
律
」
が
、
部
分
的
に
は
臣
民
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
会
か
ら
も
臣
民
自
身
か
ら
も
隔
離
さ
れ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
「
神
話
的
効
果
」
を
期

待
す
る
念
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

そ
の
「
効
果
」
は
、
一
八
八
二
年
に
施
行
さ
れ
た
旧
刑
法
上
の
「
第
二
編
公
益
ニ
関
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
と
し
て
設
け
ら
れ
た
「
皇
室
ニ
對

ス
ル
罪
」
の
重
罰
規
定
に
よ
っ
て
、
実
定
的
に
も
担
保
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
の
「
皇
室
」
を
構
成
す
る
者
は
、
天
皇
は
も
と
よ
り
、
大

皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
后
の
「
三
后
」
と
皇
太
子
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
危
害
を
加
え
る
大
逆
罪
は
未
遂
も
含
め
、
死
刑
と
さ
れ

た
（
一
〇
六
条
）。
そ
れ
以
外
の
皇
族
に
つ
い
て
は
、
危
害
を
加
え
た
場
合
に
死
刑
、
未
遂
の
場
合
に
は
無
期
徒
刑
で
あ
っ
た
（
一
〇
八

条
）。
他
方
、
不
敬
罪
に
つ
い
て
は
、
前
者
の
場
合
に
は
三
年
以
上
五
年
以
下
の
重
禁
固
に
、
二
十
円
以
上
二
百
円
以
下
の
罰
金
が
付
加
さ

れ
（
一
〇
七
条
一
項
）、
こ
の
「
不
敬
の
所
為
」
の
対
象
に
は
「
皇
陵
」
も
含
ま
れ
て
い
た
（
同
条
二
項
）。
後
者
の
場
合
に
は
、
二
カ
月
以

上
四
年
以
下
の
重
禁
固
に
十
円
以
上
百
円
以
下
の
罰
金
が
付
加
さ
れ
た
（
一
〇
九
条
）。
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
後
の
一
九
〇
七
年
に
改

正
さ
れ
た
刑
法
に
お
い
て
は
、
皇
太
子
に
皇
太
孫
が
加
え
ら
れ
（
七
三
条
）、
不
敬
罪
の
場
合
の
罰
金
刑
の
削
除
の
ほ
か
（
七
四
条
お
よ
び

七
五
条
）、
不
敬
の
対
象
と
し
て
、
皇
陵
に
「
神
宮
」
ま
で
も
含
め
ら
れ
（
七
四
条
）、
旧
刑
法
の
基
本
的
な
刑
罰
構
造
は
維
持
さ
れ
た
。
よ

く
知
ら
れ
た
大
逆
事
件
の
例
で
あ
る
「
幸
徳
事
件
」
を
引
照
す
る
ま
で
も
な
く
、
旧
刑
法
下
で
も
実
際
に
、
不
敬
罪
に
よ
っ
て
起
訴
さ
れ
る

事
件
は
生
起
し
て
い
）
18
（

た
。
こ
う
し
て
、「
典
範
」
と
い
う
名
の
法
制
度
上
の
特
権
的
地
位
と
刑
法
上
に
設
け
ら
れ
た
皇
室
に
対
す
る
罪
に
関

す
る
重
罰
規
定
に
よ
っ
て
塹
壕
化
さ
れ
た
天
皇
制
は
、
神
話
か
ら
正
統
性
を
充
塡
さ
れ
て
い
た
憲
法
規
定
と
相
俟
っ
て
、
明
治
体
制
の
心
臓

部
を
成
し
て
い
た
。
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法が神話を纏うとき

　

臣
民
か
ら
天
皇
・
皇
室
制
度
を
引
き
離
す

0

0

0

0

前
者
の
法
制
度
上
の
特
権
的
地
位
と
重
罰
規
定
に
対
し
て
、「
戦
前
版
お
こ
と
ば
」
と
も
い
え

る
「
勅
語
」
は
、
臣
民
に
近
づ
き

0

0

0

、「
神
話
」
に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
て
い
た
天
皇
皇
族
へ
の
「
尊
崇
の
念
」
を
調
達
す
る
役
割
を
果
た
す

も
の
で
あ
っ
）
19
（
た
。「
典
憲
」
体
制
の
一
年
後
に
出
さ
れ
た
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
で
あ
る
。
治
者
は
被
治
者
が
い
て
こ
そ
レ
ゾ
ン
・
デ
ー

ト
ル
を
得
る
。
そ
の
被
治
者
を
ど
こ
ま
で
も
客
体
と
し
て
の
「
被
」
と
し
て
の
受
け
身
の
側
に
押
し
と
ど
め
て
お
く
の
に
は
、
日
々
繰
り
返

し
「
教
え
育
て
る
」
こ
と
が
必
要
に
な
）
20
（
る
。
本
来
の
法
秩
序
と
し
て
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
か
ら
法
律
た
る
皇
室
典
範
を
経
て
、
よ
り
下
位

の
教
育
勅
語
へ
と
、
上
位
法
か
ら
下
位
法
へ
と
向
か
う
は
ず
の
も
の
が
、
実
際
に
は
、「
典
憲
」
の
名
に
よ
っ
て
正
統
性
を
得
た
皇
室
典
範

が
、「
二
つ
の
法
体
系
」
を
か
た
ち
づ
く
る
よ
う
に
憲
法
と
肩
を
並
べ
、
両
者
を
同
時
に
実
現
す
る
た
め
の
教
育
勅
語
の
普
及
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
日
本
国
憲
法
制
定
過
程
の
中
で
、
当
時
の
権
力
担
当
者
た
ち
が
最
後
ま
で
「
護
持
」
に
こ
だ
わ
っ
た
「
國
体
」
は
、
│
│
国
体
明
徴

運
動
の
な
か
で
一
九
三
七
年
に
文
部
省
に
よ
っ
て
「
国
体
の
本
義
」
が
出
さ
れ
て
、
猛
威
を
ふ
る
う
以
前
か
ら
│
│
そ
の
「
精
華
」
が
教
育

勅
語
に
謳
わ
れ
て
い
た
。「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
は
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
謳
っ
て
い
た
│
│
「
朕
惟
フ
ニ
我
カ
皇
祖
皇
宗
國
ヲ
肇
ム
ル

コ
ト
宏
遠
ニ
德
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ　

我
カ
臣
民
克
ク
忠
ニ
克
ク
孝
ニ
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
世
世
厥
ノ
美
ヲ
濟
セ
ル
ハ
此
レ
我
カ
國
體

ノ
精
華
ニ
シ
テ
教
育
ノ
淵
源
亦
實
ニ
此
ニ
存
ス
」。
や
は
り
冒
頭
で
は
「
皇
祖
皇
宗
」
に
よ
る
建
国
以
来
の
歴
史
の
長
さ
が
出
発
点
に
置
か

れ
、
そ
の
時
間
軸
の
な
か
で
「
樹
」
て
ら
れ
て
き
た
「
徳
」
が
強
調
さ
れ
た
。「
勅
語
」
は
以
下
、
君
民
、
親
子
、
夫
婦
、
友
人
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
に
お
け
る
徳
目
か
ら
自
己
の
「
徳
器
」
の
「
成
就
」
へ
と
続
く
。
そ
し
て
、「
常
ニ
國
憲
ヲ
重
シ
國
法
ニ
遵
」
い
、「
一
旦
緩
急
ア
レ

ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壤
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
」
と
、
民
心
は
法
を
遵
守
し
、
危
急
の
事
態
に
至
っ
た
際
に
は
、
勇
気
を
出
し
て

進
ん
で
公
の
た
め
に
身
を
投
じ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
永
遠
に
続
く
皇
室
を
助
け
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
た
。
道
徳
規
範
を
通
じ
た
法
規

範
の
確
立
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ま
た
、「
實
ニ
我
カ
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
ニ
シ
テ
子
孫
臣
民
ノ
倶
ニ
遵
守
ス
ヘ
キ
所
」
と
し
て
、

あ
た
か
も
、「
建
国
以
来
の
歴
史
の
な
か
で
当
然
に
存
在
し
て
き
た
こ
と
」
で
あ
る
か
の
ご
と
く
、「
新
た
に
」
打
ち
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
も

あ
っ
た
。
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（
三
）「
亡
国
の
駄
文
」
と
「
恫
喝
の
叫
び
」
と
し
て
の
大
日
本
帝
国
憲
法

　

大
日
本
帝
国
憲
法
の
下
に
屹
立
す
る
明
治
体
制
は
、
こ
こ
に
お
い
て
表
舞
台
に
引
き
出
さ
れ
た
天
皇
の
正
統
性
を
、『
古
事
記
』『
日
本
書

紀
』『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
日
本
神
話
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
る
挙
に
出
た
。
輸
入
先
で
あ
る
欧
米
の
近
代
法
の
世
界
か
ら
は
放
逐
さ
れ
て
い

た
は
ず
の
「
神
話
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
不
可
避
に
生
じ
る
法
秩
序
の
「
背
理
」
を
「
論
理
」
と
強
弁
す
る
か
の
ご
と
く
示
し
て
み

せ
た
。
国
法
秩
序
の
最
高
位
に
あ
り
基
盤
を
成
す
憲
法
の
冒
頭
か
ら
生
じ
た
こ
の
「
神
業
」
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
作
家
・
池
澤
夏
樹
氏

の
指
摘
が
実
に
興
味
深
い
│
│
「
憲
法
と
い
う
の
は
法
律
の
中
で
も
最
も
文
学
的

0

0

0

な
）
21
（

法
」
で
あ
り
、
逆
説
的
だ
と
断
り
つ
つ
も
、「
抽
象
的

な
分
だ
け
日
常
的

0

0

0

な
の
）
22
（

だ
」。
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、「
文
学
的
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
非
日
常
的
」
で
あ
る
、
と
の
巷
間
の
言
語
感
覚
と
は

符
合
し
に
く
い
。
我
々
は
し
ば
し
ば
眼
前
の
可
視
的
な
も
の
の
み
を
「
現
実
」
と
し
て
捉
え
、
可
視
的
な
も
の
を
成
立
さ
せ
て
い
る
「
不
可

視
の
世
界
」
を
見
失
う
。〈
見
え
る
現
実
〉
か
ら
〈
見
え
な
い
世
界
〉
へ
と
到
達
す
る
回
路
を
「
文
学
的
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
池
澤
氏
の
指

摘
は
、
文
学
者
の
眼
を
備
え
る
が
ゆ
え
に
射
抜
け
た
憲
法
の
本
質
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
謂
い
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
だ
か
ら
こ
そ
大
日

本
帝
国
憲
法
は
、
ど
こ
ま
で
も
「
非
文
学
的
」
で
あ
り
「
非
日
常
的
」
で
あ
る
こ
と
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
文
学
的
」
で
あ
り

「
日
常
的
」
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
憲
法
の
下
で
は
「
臣
民
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
被
治
者
へ
、
そ
の
意
味
を
届
け
理
解
さ
せ
る
道

筋
を
確
保
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
由
ら
し
む
べ
し
、
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
の
規
範
命
題
が
突
破
さ
れ
る
可
能
性
を
認
め
る

こ
と
に
な
る
。「
由
ら
し
む
」
こ
と
を
至
上
命
題
と
し
た
明
治
の
法
体
系
は
、
法
文
上
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
「
知
ら
し
」
め
な
い
た
め
の
意
匠

を
凝
ら
し
て
い
た
。
決
し
て
法
学
一
般
で
中
心
的
な
関
心
事
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
こ
の
側
面
に
つ
い
て
）
23
（

は
、
文
壇
で
の
議
論
の
助
け
を
借

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

憲
法
を
題
材
に
し
た
文
章
論
を
展
開
し
た
代
表
格
は
、「
国
家
の
根
本
で
あ
る
と
こ
ろ
の
憲
法

0

0

と
、
文
明
の
様
式
の
な
か
で
最
も
基
本
的

な
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
文
体

0

0

が
出
会
う
憲
法
の
文
章
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
文
章
を
も
っ
て
世
に
立
つ
一
人
の
知
識
人
と
し
て
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、『
小
説
家
病
』
の
症
状
と
し
て
笑
い
去
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
だ
ら
）
24
（

う
」
と
述
べ
た
丸
谷
才
一
氏
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
国
家
」
と
「
文
明
の
様
式
」
の
根
本
が
交
叉
す
る
と
こ
ろ
に
「
憲
法
の
文
体
」
を
見
据
え
た
丸
谷
氏
の
根
底
に
は
、
一
貫
し
て
、
日
本
国
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法が神話を纏うとき

憲
法
よ
り
も
大
日
本
帝
国
憲
法
の
文
章
を
評
価
す
る
「
定
説
」
へ
の
批
判
が
あ
っ
）
25
（

た
。
な
か
で
も
彼
が
、「
近
代
日
本
史
の
悲
劇
は
お
ほ
む

ね
こ
の
朦
朧
た
る
一
文
に
由
来
す
る
。
あ
る
い
は
、
憲
法
の
冒
頭
に
こ
の
や
う
な
駄
文
を
置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
集
約
さ
れ
）
26
（

る
」

と
し
て
、「
亡
国
の
文
章
の
見
本
」
と
言
っ
て
憚
ら
な
か
っ
た
の
が
、「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
い
リ
ズ
ム
で
宣
言
し
て
い
た
大
日
本
帝
国
憲
法
一
条
で
あ
っ
た
。
こ
の
〈
大
日
本
帝
国
〉
の
用
語
に
関
し
て
は
、
植
木
枝
盛
の
私
擬
憲
法

案
の
「
日
本
国
」
や
伊
藤
博
文
や
井
上
毅
等
の
い
わ
ゆ
る
「
夏
島
草
案
」
の
「
日
本
帝
国
」
の
名
称
を
よ
り
評
価
し
て
い
た
丸
谷
氏
で
あ
っ

た
が
、〈
万
世
一
系
〉
で
は
な
く
、〈
万
世
、
一
系
の
天
皇
〉
と
読
み
解
す
べ
き
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
つ
つ
、〈
一
系
の
天
皇
〉
の
〈
万

世
〉
に
つ
い
て
、「
過
去
に
対
し
て
は
虚
偽
で
、
さ
ら
に
未
来
に
関
し
て
は
何
の
根
拠
も
な
い
あ
や
ふ
や
な
話
」
と
断
じ
）
27
（

た
。「
之
を
」
と
す

る
「
悪
趣
味
」
に
つ
い
て
の
指
摘
は
措
く
と
し
て
も
、
丸
谷
氏
が
こ
の
条
文
の
「
最
大
の
弱
点
」
と
し
た
の
は
、「
統
治
」
の
用
語
に
あ

る
。
畢
竟
、
天
皇
が
君
臨
の
み
す
る
の
か
、
親
政
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
中
間
形
態
な
の
か
、「
不
分
明
な
こ
と
こ
の
上
な
く
」、

「
ど
う
に
で
も
伸
び
縮
み
が
き
く
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
条
項
」
だ
と
形
容
し
）
28
（

た
。
言
い
得
て
妙
な
評
言
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
下
で
生
み

出
さ
れ
た
天
皇
主
権
の
国
家
運
営
に
お
い
て
、
確
か
に
こ
の
規
定
は
、「
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
」
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
ま
る
で
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
の
如
く
、
天
皇
の
名
に
お
い
て
す
べ
て
を
呑
み
こ
み
正
統
化
す
る
役
割
を
担
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
の
英
訳
は
、
条

文
上
の
「
統
治
ス
」
の
部
分
を“The Em

pire of Japan shall be reigned over and governed …
”

（
斜
体
は
川
畑
）
と
し
、「
統

治
」
の
一
語

0

0

に
対
し
て
、“reign over ”

と“govern ”
の
二
つ

0

0

の
こ
と
が
ら
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、「
君
臨
」
と
「
親
政
」

と
訳
出
し
う
る
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
ら
を
以
て
し
な
け
れ
ば
、
大
日
本
帝
国
憲
法
一
条
の
「
統
治
」
の
意
味
は
異
文
化
に
と
っ
て
は
理
解
不

能
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
は
、「
文
化
」
を
「
架
橋
」
す
る
翻
訳
の
「
限
界
へ
の
嘆
き
」
が
あ
）
29
（
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、
明
治
時

代
が
〈
伝
統
〉
と
〈
欧
化
〉
の
間
で
呻
吟
し
悶
え
た
証
で
も
あ
る
。『
義
解
』
は
こ
の
部
分
を
、「
統
治
は
大
位
に
居
り
、
大
権
を
統
べ
て
国

土
及
臣
民
を
治
む
る
な
）
30
（

り
」
と
説
明
す
る
が
、
同
じ
こ
と
は
、
伊
東
巳
代
治
の
英
訳
版
『
義
解
』
に
よ
っ
て
、“By ‘reigned over and 

governed ’”

（「
君
臨
と
親
政
」
に
よ
っ
て
）
と
し
て
、「
皇
位
に
在
る
天
皇
が
、
国
家
の
主
権
（sovereignty

）
お
よ
び
領
土
と
臣
民
の

統
治
（governm

ent

）
を
一
身
に
有
す
る
（com

bines in H
im
self

）
こ
と
が
意
味
さ
れ
て
い
）
31
（

る
」
と
す
る
。
私
訳
の
拙
さ
を
差
し
引
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い
て
も
、
英
訳
の
方
が
日
本
語
よ
り
も
明
確
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
丸
谷
氏
に
と
っ
て
は
、「
近
代
日
本

が
こ
の
条
文
の
解
釈
に
関
し
て
つ
ひ
に
合
意
に
達
し
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
歴
史
に
明
ら
か
」
で
あ
り
、「
統
治
」
概
念
の
曖
昧
さ
ゆ
え

に
、「
明
治
政
権
は
昭
和
二
〇
年
八
月
に
至
つ
て
瓦
解
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
」
か
っ
）
32
（
た
。「
統
治
」
の
用
語
に
含
み
込
ま
れ
て
い
た

「
主
権
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
な
お
日
本
の
憲
法
学
が
理
解
の
一
致
を
見
な
い
厄
介
さ
を
抱
え
続
け
て
い
）
33
（

る
。

　

第
三
条
の
「
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
も
ま
た
、
天
皇
の
何
が
不
可
侵
と
さ
れ
て
い
る
か
が
不
分
明
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
第

一
条
と
同
じ
よ
う
に
、「
面
妖
」
だ
と
評
し
た
丸
谷
氏
の
批
判
が
向
け
ら
れ
る
。
彼
は
こ
の
点
を
、
明
治
憲
法
の
制
定
史
の
実
証
的
解
明
に

尽
力
し
た
稲
田
正
次
の
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
に
依
り
つ
つ
、
井
上
毅
が
い
わ
ゆ
る
一
八
八
七
年
の
「
夏
島
草
案
」（
八
月
）
と
そ
の
修
正

版
「
一
〇
月
草
案
」（
一
〇
月
）
に
あ
っ
た
こ
の
条
文
と
「
身
体
ハ
」
の
文
言
に
こ
だ
わ
）
34
（
り
、
条
文
そ
の
も
の
の
削
除
か
ら
当
該
文
言
の
削

除
へ
と
、
態
度
を
百
八
十
度
転
換
し
た
こ
と
を
「
明
治
史
の
謎
」
と
し
、
次
の
よ
う
な
説
明
で
こ
の
「
謎
解
き
」
に
挑
ん
だ
│
│
「
…
…
彼

の
心
事
は
奇
怪
だ
が
、
し
か
し
明
治
中
期
に
お
い
て
は
こ
れ
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
く
ら
西
洋
通
と
は
言
っ

て
も
、
彼
の
内
面
は
知
的
で
近
代
的
な
官
僚
と
尊
王
趣
味
の
儒
者
と
の
二
つ
に
引
き
裂
か
れ
て
ゐ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
時
代
が
彼
に
か
う
い
う
削
除
を
さ
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
か
う
い
う
文
章
を
書
か
せ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
な
っ
た
…
…
）
35
（

」。

　
「
二
つ
に
引
き
裂
か
れ
て
」
い
た
の
は
、
井
上
毅
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
先
に
示
し
た
一
八
七
六
年
の
明
治
天
皇
に
よ
る
憲
法
発
布
勅
語

の
二
つ
の
要
素
│
│
「
建
國
ノ
体
」
と
「
海
外
各
國
ノ
成
法
」
│
│
に
お
い
て
、
後
者
の
「
斟
酌
」
ゆ
え
に
で
は
な
く

0

0

0

0

、
得
体
の
知
れ
な
い

も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
神
話
」
に
訴
え
る
ほ
か
な
か
っ
た
「
我
カ
建
國
ノ
体
」
が
、「
基
」
く
べ
き
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
呼
び
出
さ
れ

た
時
点
で
、
二
つ
の
矛
盾
的
要
素
は
想
定
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
）
36
（
う
。「
開
国
」、「
維
新
」、「
近
代
化
」、
い
ず
れ
の
用
語
に
依
ろ
う

と
も
、
明
治
日
本
の
背
後
に
は
分
裂
症
的
な
国
政
状
況
が
常
駐
し
て
い
た
。
前
項
で
述
べ
た
帝
国
憲
法
の
冒
頭
の
条
文
の
呪
性
は
、
そ
れ
を

覆
い
隠
す
か
の
よ
う
な
漢
文
体
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
丸
谷
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
第
一
条
と
と
も
に
第
三
条
も
ま
た
意
味
不

明
の
「
亡
国
の
駄
文
」
ゆ
え
に
、「
国
政
を
み
だ
す
密
呪

0

0

」
と
し
て
、
第
一
条
の
「
統
治
」
概
念
を
「
顕
教
的

0

0

0

に
（
す
な
わ
ち
天
皇
親
裁
的

に
）
把
握
す
る
立
場
の
心
理
的
支
へ
と
な
」
っ
）
37
（

た
。
ま
こ
と
に
、
こ
の
憲
法
の
大
部
分
の
条
文
を
「
悪
文
性
と
呪
術
性
」
ゆ
え
に
「
伝
達
の
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文
章
で
は
な
く
恫
喝
の
叫
び

0

0

0

0

0

」
と
見
て
い
た
丸
谷
氏
の
指
摘
は
、
慧
眼
と
い
う
ほ
か
な
）
38
（

い
。

　

し
か
し
、
問
う
べ
き
は
そ
の
先
に
あ
る
。
な
ぜ
「
恫
喝
の
叫
び
」
と
し
て
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
、「
憲
法
の
冒
頭
に
こ
の
や
う
な
駄
文
を
置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
背
景
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
必
要
な
の
は
、

日
本
古
来
の
伝
統
（
建
國
ノ
体
）
に
欧
米
と
い
う
異
文
化
（
海
外
各
國
ノ
成
法
〉
が
接
ぎ
木
さ
れ
た
、
と
い
う
た
ぐ
い
の
紋
切
型
の
認
識
で

は
な
い
。
か
つ
て
の
大
航
海
時
代
以
来
、
二
五
〇
年
ぶ
り
に
ふ
た
た
び
西
洋
の
異
文
化
と
の
接
触
に
際
会
し
た
日
本
に
、
果
た
し
て
、
異
文

化
と
衝
突
す
る
ほ
ど
の
「
建
國
ノ
体
」
と
呼
べ
る
「
伝
統
」
が
存
在
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
の
問
い
直
し
で
あ
る
。「
人
間
宣

言
」
が
天
皇
自
身
の
こ
と
ば
に
よ
る
「
人
間
性
」
の
自
認
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
か
ら
七
〇
年
近
く
を
経
て
も
、
大
日
本
帝
国

憲
法
の
「
恫
喝
」
的
法
文
を
下
支
え
し
た
天
皇
・
皇
室
を
め
ぐ
る
「
密
呪
」
と
「
顕
教
的
把
握
」
は
、
敗
戦
、
戦
争
責
任
、
天
皇
の
「
代
替

わ
り
」
と
い
っ
た
時
代
制
約
的
な
変
容
を
こ
う
む
り
つ
つ
も
、
い
ま
や
「
国
民
主
権
」
と
親
和
的

0

0

0

と
さ
え
思
わ
れ
る
ほ
ど
日
常
空
間
に
「
昇

華
」
し
て
い
る
│
│
昭
和
天
皇
の
「
崩
御
」
の
際
に
日
本
社
会
が
見
せ
た
一
面
「
自
粛
」
の
世
界
、
戦
争
責
任
を
解
除
さ
れ
た
平
成
の
天

皇
・
皇
室
へ
の
圧
倒
的
多
数
の
国
民
の
支
持
、
天
皇
・
皇
室
に
よ
る
「
平
和
憲
法
」
擁
護
の
言
動
の
数
々
、「
神
頼
み
」
さ
な
が
ら
に
天
皇

に
原
発
問
題
の
解
決
を
直
訴
し
た
国
会
議
員
の
存
）
39
（

在
、
法
形
式
の
問
題
を
よ
そ
に
「
生
前
退
位
」
へ
の
厚
い
同
情
と
支
持
を
寄
せ
る
国
民
世

論
。「
生
前
退
位
」
を
議
論
す
る
識
者
が
立
場
を
問
わ
ず
、
い
か
に
し
て
測
定
す
る
と
も
知
れ
ぬ
象
徴
天
皇
の
統
合
機
能
の
「
効
果
」
を
認

め
る
と
き
、「
神
話
」
は
か
た
ち
を
変
え
て
、
な
お
も
息
づ
い
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
事
例
は
、
日
常
に
充
溢
し
て
い
る
。

三　

神
話
を
纏
っ
た
そ
の
裏
で
─
─
「
現
代
の
神
話
」
を
見
定
め
る
た
め
に

（
一
）「
由
ら
し
む
べ
し
、
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
へ
の
挑
戦

　

高
知
市
に
あ
る
自
由
民
権
記
念
館
の
入
り
口
に
は
、「
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
」
と
大
き
く
掲
げ
ら
れ
た
石
碑
が
置
か
れ
て
い
る
（
写

真
）。
自
由
民
権
運
動
が
盛
ん
だ
っ
た
地
の
面
影
を
髣
髴
と
さ
せ
る
象
徴
的
な
情
景
で
あ
る
が
、
文
字
通
り
、「
自
由
」
と
「
民
権
」
を
求
め
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た
こ
の
運
動
は
、
や
が
て
国
会
開
設
の
要
求
と
民
間
で
の
活
発
な
憲
法
論
議
を
巻
き
起
こ

す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
私
擬
憲
法
草
案
」
は
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
、
現
在
す
で
に

一
〇
〇
を
超
え
る
と
い
）
40
（

う
。
土
佐
出
身
の
民
権
家
・
植
木
枝
盛
に
よ
る
全
二
二
〇
条
の

「
東
洋
大
日
本
国
々
憲
案
」
は
人
民
の
抵
抗
権
を
規
定
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

同
じ
土
佐
か
ら
は
立
志
社
「
日
本
憲
法
見
込
案
」
が
出
さ
れ
て
い
）
41
（

る
。
一
九
六
八
年
に
は

東
京
五
日
市
で
発
見
さ
れ
た
千
葉
卓
三
郎
起
草
の
「
五
日
市
憲
法
草
案
」
が
あ
る
）
42
（

し
、
嚶

鳴
社
や
相
愛
社
（
熊
本
）
な
ど
の
草
案
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
緻
密
な
研
究
が
存
在

す
）
43
（

る
。
発
見
さ
れ
続
け
る
草
案
数
か
ら
推
し
て
、
今
後
も
新
た
な
草
案
の
存
在
と
研
究
の

継
続
は
あ
り
う
る
想
定
で
あ
ろ
）
44
（

う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
憲
法
草
案
に
冠
さ
れ
る
「
私
擬
」
と
は
、
当
時
の
日
本
の
憲
法
制
定

過
程
に
お
け
る
起
草
者
た
ち
が
拠
っ
て
立
つ
〈
権
力
〉
と
民
衆
が
体
現
し
た
〈
非
権
力
〉

の
対
抗
軸
を
際
立
た
せ
る
絶
妙
な
用
語
で
あ
る
。
こ
こ
に
比
較
憲
法
史
の
観
点
を
挿
め
ば
、
憲
法
は
多
く
の
場
合
、
主
権
的
権
力
を
行
使
す

る
議
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
る
典
型
的
な
権
力
的
作
用
で
あ
る
だ
け
に
、「
私
擬
」
の
語
は
、
憲
法
制
定
に
お
け
る
権
力
的
作
用
を
民
衆
の

側
が
奪
取
し
え
た
可
能
性
を
暗
示
す
る
。「
私
擬
」
の
憲
法
草
案
と
は
、
具
体
的
に
は
、
統
治
権
力
の
〈
外
〉
で
結
成
さ
れ
た
政
治
結
社
た

る
国
会
期
成
同
盟
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
憲
法
起
草
案
で
あ
る
が
、
一
八
八
七
年
に
天
皇
が
「
大
政
ノ
進
路
ヲ
開
通
シ
臣
民
ノ
幸
福
ヲ
保
護
ス

ル
為
ニ
妨
害
ヲ
除
去
シ
安
寧
ヲ
維
持
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
」
て
、
集
会
・
結
社
を
禁
止
し
た
保
安
条
例
（
明
治
二
〇
年
勅
令
第
六
七
号
）
の

存
在
は
、
逆
に
、
憲
法
制
定
過
程
に
お
け
る
「
私
擬
」
の
領
分
が
格
段
に
拡
が
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
由
民
権
運

動
は
弾
圧
さ
れ
る
と
同
時
に
、
一
切
の
私
擬
憲
法
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
起
草
作
業
は
、

す
で
に
言
及
し
た
伊
藤
博
文
、
井
上
毅
、
伊
東
巳
代
治
、
金
子
堅
太
郎
の
四
名
を
中
心
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
）
45
（

る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
や
が
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法が神話を纏うとき

て
彼
ら
の
草
案
が
「
恫
喝
の
叫
び
」
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
民
主
的
な
抗
い
の
現
実
が
あ
っ
た
。「
私
擬
」
と
は
、
畢
竟
、「
恫

喝
」
し
「
叫
ぶ
」
こ
と
で
、「
由
ら
し
む
べ
し
、
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
の
権
力
に
対
す
る
│
│
延
い
て
は
、
俄
か
に

0

0

0

浮
上
し
た
「
我
カ
建

國
ノ
体
」
へ
の
│
│
人
び
と
の
挑
戦
を
象
徴
す
る
概
念
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
二
）〈
証
人
〉
と
し
て
の
異
邦
人
─
─
「
神
話
」
を
呼
び
出
し
た
庶
民
の
生
活
空
間

　

憲
法
制
定
過
程
に
お
け
る
「
私
擬
憲
法
」
の
存
在
は
、
日
本
神
話
を
「
恫
喝
の
叫
び
」
の
思
想
的
源
泉
と
位
置
づ
け
る
こ
と
を
可
能
と

し
、
そ
れ
に
身
を
包
ん
だ
天
皇
・
皇
室
制
度
を
頂
点
と
す
る
法
秩
序
の
逆
転
現
象
を
惹
起
し
た
。
抽
象
的
に
は
、
自
由
民
権
運
動
そ
の
も
の

が
、
明
治
憲
法
体
制
を
生
み
出
す
要
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
が
、
具
体
的
な
次
元
で
は
、
天
賦
人
権
思
想
に
基
づ
く
抵
抗
権
や
革
命
権
に
ま

で
連
な
る
条
項
を
も
つ
憲
法
草
案
の
存
在

0

0

0

0

0

0

0

と
そ
れ
に
よ
る
民
権
派
の
勢
力
拡
大
は
、
権
力
側
に
と
っ
て
明
白
な
「
脅
威
」
で
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
制
定
が
基
づ
く
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
「
我
カ
建
國
ノ
体
」
を
前
提
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ

と
す
れ
ば
、
い
か
に
〈
異
文
化
接
触
＝
欧
化
〉
が
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
、
そ
の
影
響
は
「
我
カ
建
國
ノ
体
」
へ
の
「
接
ぎ
木
」
で
終
わ
る
は

ず
だ
し
、
況
し
て
や
民
の
動
き
が
「
脅
威
」
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
必
要
も
な
い
。
む
し
ろ
、「
我
カ
建
國
ノ
体
」
と
呼
ば
れ

た
伝
統
そ
の
も
の
の
な
か
に
、〈
異
文
化
接
触
＝
欧
化
〉
に
よ
っ
て
覚
醒
さ
れ
る
普
遍
的
要
素
が
存
在
し
た
と
見
る
の
が
、
合
理
的
で
論
理

的
な
推
論
で
あ
ろ
う
。
長
い
鎖
国
の
闇
を
く
ぐ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
ど
れ
ほ
ど
異
文
化
が
光
彩
を
放
と
う
と
も
、
歴
史
の
時
間

軸
に
照
ら
せ
ば
一
朝
一
夕
に
相
当
す
る
一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
、
異
文
化
を
体
内
に
取
り
込
み
運
動
と
し
て
高
揚
さ
せ
る
こ
と
は
非
現
実
的
な

想
定
だ
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
深
部
に
、〈
異
文
化
〉
の
も
た
ら
す
価
値
を
内
部
化
す
る
│
│
さ
ら
に
い
え
ば
、「
我

が
も
の
」
と
捉
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
│
│
感
覚
と
意
識
が
、
い
わ
ば
基
礎
体
力
の
よ
う
に
備
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
正
統
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
か
ら
す
れ
ば
異
端
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
興
味
を
そ
そ
る
仕
事
と
し
て
、
日
本
近
代
史
家
で

あ
る
渡
辺
京
二
氏
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
『
逝
き
し
世
の
面
影
』
が
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
の
「
近
代
化
」
と
い
う
名
の

「
西
欧
化
」
に
猪
突
猛
進
す
る
日
本
が
捨
て
去
っ
た
も
の
を
、
当
時
来
日
し
て
い
た
欧
米
外
国
人
に
よ
る
〈
異
文
化
の
眼
〉
が
書
き
残
し
た
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厖
大
な
記
録
に
拠
っ
て
再
構
築
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
）
46
（

る
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
日
本
の
敗
戦
を
確
定
的
な
も
の
に
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
有

名
な
第
一
〇
条
が
、
日
本
政
府
に
「
障
碍
の
除
去
」
を
命
じ
た
際
に
述
べ
た
「
日
本
国
国
民
ノ
間
ニ
於
ケ
ル
民
主
主
義
的
傾
向
ノ
復
活
強
化

（the revival and strengthening of dem
ocratic tendencies am

ong the Japanese people

）」
を
想
起
さ
せ
る
。〈
列
島
外
の

眼
〉
こ
そ
が
、
厳
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
〈
列
島
内
の
民
主
主
義
〉
の
「
復
活
」
と
「
強
化
」
を
見
抜
い
て
い
た
の
だ
っ
）
47
（

た
。

　
『
逝
き
し
世
の
面
影
』
に
お
い
て
渡
辺
氏
は
、
江
戸
末
期
の
日
本
を
一
つ
の
「
異
文
化
」
と
し
て
相
対
化
す
る
こ
と
で
、
本
道
と
は
異
な

る
と
い
う
意
味
で
の
「
方
法
の
異
端
性
」
を
「
正
統
化
」
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
列
島
内
の
権
力
者
と
て
、
異
邦
人
が
生
き
た

日
本
の
現
実
を
語
る
口
を
封
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
著
者
は
、
当
時
の
人
び
と
の
陽
気
さ
か
ら
説
き
起
こ
し
、
簡
素
で
ゆ
た
か

な
生
活
、
親
和
と
礼
節
の
対
人
関
係
へ
と
テ
ン
ポ
よ
く
筆
を
進
め
、
雑
多
で
充
溢
と
表
現
さ
れ
た
生
活
空
間
に
立
ち
止
ま
り
つ
つ
、
そ
こ
か

ら
労
働
と
そ
れ
が
象
徴
す
る
身
体
、
自
由
と
身
分
に
つ
い
て
の
庶
民
の
感
覚
、
裸
体
と
性
の
問
題
、
女
性
、
子
ど
も
、
自
然
と
環
境
、
信
仰

や
祭
り
な
ど
の
宗
教
か
つ
公
共
的
空
間
へ
と
目
を
転
じ
、
人
び
と
の
心
の
垣
根
に
到
達
す
る
。
こ
こ
で
の
関
心
事
に
即
し
て
い
え
ば
、
本
書

全
体
が
一
つ
の
体
系
的
な
回
答
と
な
る
の
で
は
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
、
庶
民
の
生
活
空
間
に
着
目
す
る
箇
所
に
目
を
向
け
て
み

た
い
。
外
国
人
の
多
く
が
、
当
時
の
別
当
や
人
力
車
夫
、
船
頭
や
召
し
使
の
働
く
姿
か
ら
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
生
命
力
を
感
じ
取
っ
た
事
実

に
つ
い
て
、「
彼
ら
（
そ
う
し
た
労
働
者
た
ち
│
│
川
畑
）
が
ま
さ
し
く
古
き
日
本
の
社
会
の
中
で
、
あ
る
意
味
で
自
由
で
自
主
的
な
特
質

を
も
っ
た
労
働
に
従
事
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
、
従
来
の
日
本
史
学
か
ら
す
れ
ば
許
す
べ
か
ら
ざ
る
異
端
的
仮
説
を
成
立
可
能
な
ら
し
め
る

も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
）
48
（

い
」
と
見
る
。
ま
た
外
国
人
た
ち
が
日
本
に
到
着
す
る
以
前
の
段
階
で
、
日
本
を
「
専
制
政
治
の
国
」
と
し
て

理
解
し
、
西
洋
的
な
自
由
の
観
念
な
ど
不
在
に
等
し
い
と
認
識
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、〈
異
文
化
の
眼
〉
の
多
く
は
、
そ
れ
と
は
あ
ま
り

に
も
隔
た
っ
た
現
実
を
描
き
残
し
て
い
た
。
著
者
は
そ
の
点
に
つ
い
て
、「
多
様
な
人
物
が
一
致
し
た
観
察
に
帰
着
し
て
い
る
こ
と
の
意
味

は
軽
く
な
）
49
（

い
」
と
述
べ
る
が
、
書
き
手
の
出
身
国
、
来
日
し
た
際
の
身
分
や
立
場
、
執
筆
の
意
図
や
状
況
な
ど
、
史
料
の
性
質
に
由
る
限
界

を
差
し
引
い
て
も
、
量
的
な
一
致
が
物
事
の
客
観
性
を
裏
づ
け
な
い
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
幕
末
当
時
の
自
由
に
つ
い
て

は
、
幕
藩
権
力
と
共
同
体
の
二
元
的
社
会
を
基
に
し
た
捉
え
方
が
実
に
多
く
、
共
同
体
内
で
生
起
す
る
諸
事
件
が
幕
藩
権
力
を
も
逡
巡
さ
せ
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法が神話を纏うとき

る
ほ
ど
の
自
治
や
自
立
性
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
、
欧
米
人
に
「
自
由
」
の
存
在
と
し
て
強
烈
な
印
象
を
刻
印
し
た
こ
と
が
描
か
れ
る
に
至

り
、
渡
辺
氏
は
「
江
戸
期
の
民
衆
の
自
由
は
、
西
欧
中
世
な
い
し
近
世
の
民
衆
の
自
由
に
案
外
似
通
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
）
50
（

い
」
と
記
す

ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
上
で
渡
辺
氏
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
近
代
市
民
的
自
由
は
、
近
代
以
前
の
各
種
の
共
同
団
体
の
保
持
す
る
自
由
を
胚

種
と
し
て
成
長
し
確
立
し
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
前
近
代
的
共
同
団
体
の
伝
統
的
な
自
治
権
は
明
治
の
革
命
に
よ
っ
て
断
絶

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
、
そ
の
結

果
、
わ
が
国
の
近
代
市
民
的
自
由
は
異
邦
的
観
念
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
生
活
の
中
で
な
く
知
識
人
の
頭
脳
の
中
で
培
養

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
れ
）
51
（
た
」
と
指
摘
す
る
。
あ
ら

た
め
て
、
前
章
の
末
尾
の
問
い
を
│
│
「
恫
喝
の
叫
び
」
と
し
て
│
│
し
か
も
冒
頭
に
や
が
て
「
亡
国
の
駄
文
」
と
評
さ
れ
る
条
文
を
置
き

な
が
ら
│
│
大
日
本
帝
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
│
│
を
想
起
し
た
い
。
一
八
七
六
年
の
憲
法
発
布
勅
語
に
含

ま
れ
た
二
つ
の
要
素
の
認
識
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
、「
我
カ
建
國
ノ
体
」
こ
そ
、「
明
治
の
革
命
に
よ
っ
て
断
絶
」
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
現
出
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
「
海
外
各
國
ノ
成
法
」
の
根
底
に
こ
そ
、
庶
民
の
「
生
活
の
中
」
で
こ
そ
発
露
し

え
た
普
遍
的
な
人
間
的
自
由
が
宿
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
化
の
異
邦
性
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
視
点
を
今
日
の
状
況
に
移
す
と
き
、
日
本
の
「
明
治
の
革
命
」
が
「
断
絶
」
を
強
要
す
る
こ
と
で
置
き
去
り
に
し
た
も
の
と
そ
の
意

味
は
、
あ
ま
り
に
深
く
大
き
い
。

（
三
）
か
た
ち
を
変
え
た
現
代
神
話
の
な
か
で

　

明
治
憲
法
体
制
が
消
滅
し
、「
国
民
主
権
」、「
平
和
主
義
」、「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
の
三
大
憲
法
原
理
の
下
で
の
社
会
も
、
七
〇
年
の

歳
月
を
経
て
い
る
。
も
は
や
こ
こ
に
は
、「
亡
国
の
駄
文
」
も
「
恫
喝
の
叫
び
」
も
、
教
育
勅
語
も
「
我
カ
建
國
ノ
体
」
も
な
い
。
な
ら

ば
、「
神
話
を
纏
う
法
」
も
ま
た
消
滅
し
、「
逝
き
し
世
」
に
あ
っ
た
は
ず
の
自
由
や
充
溢
さ
は
回
復
さ
れ
、
憲
法
学
の
多
く
の
場
面
で
説
か

れ
る
よ
う
な
、
日
本
国
憲
法
に
体
現
さ
れ
た
西
欧
の
普
遍
的
原
理
と
今
度
こ
そ
切
り
結
ぶ
社
会
と
な
っ
た
の
か
。
こ
こ
に
は
、
如
上
の
議
論

か
ら
考
え
る
べ
き
本
稿
最
後
の
課
題
が
あ
る
。

　

憲
法
規
定
上
、「
国
会
の
議
決
を
経
た
」（
二
条
）
と
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
名
称
を
維
持
し
た
法
律
は
、
か
つ
て
の
あ
ら
ゆ
る
形
容
詞
句
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│
│
「
万
世
」、「
一
系
」、「
統
治
権
の
総
攬
者
」、「
神
聖
不
可
侵
」
│
│
を
脱
ぎ
捨
て
て
、
日
本
の
「
国
」
と
「
国
民
統
合
」
の
象
徴
と

な
っ
た
天
皇
と
と
も
に
、
命
脈
を
保
っ
た
。「
神
な
ら
ぬ
人
間
」
と
し
て
の
天
皇
理
解
が
一
般
化
し
た
今
日
、「
国
民
主
権
」
の
主
人
公
た
ち

の
多
く
は
、
ど
こ
ま
で
も
こ
の
自
分
た
ち
と
は
異
な
る
地
位
に
在
り
続
け
る
「
人
間
天
皇
」
へ
寄
り
添
う
こ
と
を
や
め
な
い
。
そ
の
一
方
で

同
じ
国
民
の
多
く
が
、
未
成
年
に
す
ら
更
生
の
機
会
を
与
え
な
い
「
死
刑
」
を
支
持
し
つ
づ
け
る
。「
主
語
」
に
「
国
民
」
が
現
れ
な
い
こ

と
の
自
覚
化
は
未
完
の
課
題
の
ま
ま
、
憲
法
尊
重
義
務
規
定
（
九
九
条
）
に
「
国
民
」
を
入
れ
て
読
み
込
む
「
憲
法
遵
法
精
神
」
は
健
在
で

あ
る
。「
平
和
主
義
」
こ
そ
七
〇
年
間
の
戦
後
日
本
社
会
の
最
大
の
特
徴
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
二
〇
一
四
年
七
月
一
日
以

来
の
内
閣
の
「
敢
行
」
に
よ
っ
て
、
専
守
防
衛
を
本
旨
と
し
た
自
衛
隊
員
は
、
多
く
の
人
び
と
に
と
っ
て
は
地
理
的
位
置
関
係
の
認
識
す
ら

ま
ま
な
ら
な
い
ア
フ
リ
カ
の
地
に
送
り
込
ま
れ
、
本
来
は
遭
遇
し
な
く
て
よ
い
は
ず
の
場
面
で
、
自
ら
の
安
全
の
た
め
と
、
武
器
の
携
行
と

場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
使
用
ま
で
が
「
任
務
」
と
し
て
課
さ
れ
て
い
る
。〈
自
国
〉
の
防
衛
組
織
は
〈
国
外
〉
を
め
ざ
し
、
同
胞
の
地
域
住

民
を
「
土
人
」
呼
ば
わ
り
す
る
権
力
側
の
同
胞
は
、
日
本
列
島
か
ら
梃
子
で
も
動
く
ま
い
と
躍
起
に
な
る
〈
異
邦
〉
の
軍
隊
を
〈
国
内
〉
に

と
ど
め
よ
う
と
懸
命
に
な
る
。〈
憲
法
の
及
ば
ぬ
島
〉
で
あ
る
沖
縄
は
、
日
本
の
重
く
苦
し
い
現
実
で
あ
る
。

　

一
般
に
は
「
三0

大
原
理
」
と
し
て
知
ら
れ
る
憲
法
は
、
一
つ

0

0

の
体
系
と
し
て
動
く
。「
国
民
主
権
」
と
「
平
和
主
義
」
が
未
完
で
あ
り
続

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
、「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
が
無
傷
で
済
む
は
ず
は
な
い
。
原
発
、
災
害
、
安
全
保
障
、
医
療
・
社
会
保
障
、
労
働
、

税
制
│
│
ど
の
場
面
に
お
い
て
も
、
立
法
と
行
政
は
お
ろ
か
、
司
法
に
お
い
て
す
ら
、
我
々
は
「
人
権
の
砦
」
を
失
っ
た
か
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
。
人
間
性
を
回
復
せ
ん
と
訴
え
る
先
が
見
え
ず
、
嘆
く
ほ
か
な
い
よ
う
な
社
会
状
況
の
な
か
で
、
多
く
の
場
合
、
も
の
ご
と
は
肯
定

さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
「
見
え
る
現
実
」
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、「
一
体
、
天
皇
制
の
何
が
問
題
だ
と
い
う
の

か
」、「
代
替
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
と
、
原
発
の
再
稼
働
が
な
ぜ
悪
い
の
か
」、「
誰
か
が
南
ス
ー
ダ
ン
へ
は
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
」
│
│
自
明
性
を
根
本
か
ら
問
い
返
す
側
に
問
題
が
あ
る
か
の
よ
う
な
風
潮
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
国
家
の
根
本
と

し
て
の
憲
法
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、「
見
え
る
現
実
」
が
神
話
を
纏
う
態
様
を
暴
き
、〈
見
え
ぬ
真
理
〉
と
し
て
提
示
す
る
「
不
断
の
努

力
」
を
引
き
受
け
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。「
逝
き
し
世
」
は
逝
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、「
変
え
て
つ
く
り
出
す
」
希
望
が
残
さ
れ
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一

法が神話を纏うとき

て
い
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
─
─
〈
異
端
の
眼
〉
と
〈
本
義
〉

　

本
稿
の
主
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
地
で
あ
っ
）
52
（
た
。
大
日
本
帝
国
憲
法
の
時
代
に
多
く
の
日

本
人
が
移
民
と
し
て
渡
っ
た
こ
の
地
に
は
、
現
在
、
推
定
で
一
九
〇
万
人
の
日
系
人
を
抱
え
）
53
（

る
世
界
最
大
規
模
の
「
日
系
社
会
」
の
地
で
も

あ
る
。
日
本
で
は
大
日
本
帝
国
憲
法
に
よ
っ
て
神
話
に
基
づ
く
君
主
制
が
定
め
ら
れ
た
そ
の
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
八
二
二
年
の
独
立
以
来
の

君
主
制
か
ら
共
和
制
へ
と
移
行
し
た
年
で
あ
っ
た
。
偶
然
と
は
い
え
、
国
家
形
態
を
め
ぐ
る
彼
我
の
違
い
が
象
徴
的
で
あ
る
。

　

近
代
国
家
と
し
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
淵
源
を
探
ろ
う
と
す
れ
ば
、
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
先
陣
を
切
り
、
そ
れ

を
後
追
い
す
る
ス
ペ
イ
ン
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
大
航
海
時
代
│
│
今
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
に
い
え
ば
「
発
見
の
時
代
」（Era dos 

D
escobrim

entos

）
│
│
は
不
可
欠
の
歴
史
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
日
本
に
ま
で
到
達
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
日
本
史
に
お
い
て
「
南
蛮

文
化
」
や
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
し
て
の
足
跡
を
残
し
た
。
一
五
〇
〇
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
三
二
二

年
に
わ
た
る
植
民
地
支
配
を
経
て
、
一
八
二
二
年
に
帝
政
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
独
立
し
た
。
周
囲
の
中
南
米
ス
ペ
イ
ン
語
圏
植
民
地
が

同
時
期
に
、
例
外
な
く
共
和
制
と
し
て
独
立
を
果
た
す
な
か
で
の
異
色
の
建
国
の
形
態
で
あ
っ
た
。
第
一
帝
政
期
、
摂
政
期
、
第
二
帝
政
期

か
ら
成
る
七
七
年
間
の
君
主
制
の
内
実
）
54
（

は
、
王
室
と
支
配
エ
リ
ー
ト
層
と
の
確
執
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、「
神

話
」
と
し
て
機
能
し
た
の
が
「
人
種
的
民
主
主
義
」（dem

ocracia racial

）
で
あ
る
。「
人
種
的
」
と
は
、
消
滅
す
る
こ
と
の
な
い
属
性

と
し
て
の
「
人
種
」
の
違
い
を
認
め
る
前
提
か
ら
発
し
、
そ
れ
が
は
ら
む
差
別
を
克
服
し
た
先
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
の
民
主
主
義
を
措

定
し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
半
ば
以
降
に
こ
の
「
神
話
」
が
崩
れ
て
以
来
、
人
種
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
析
こ
そ
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
神
話
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
最
も
良
く
理
解
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
）
55
（

る
。

　
『
源
氏
物
語
』
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
久
冨
木
原
先
生
の
出
発
点
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
歌
論
に
あ
っ
た
。
正
確
に
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は
、
散
文
や
韻
文
と
い
う
形
式
か
ら
自
由
に
文
学
を
往
来
す
る
研
究
者
で
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
八
日
か
ら
二

〇
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
哲
学
文
学
人
間
科
学
部
・
日
本
文
化
研
究
所
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
明
治

時
代
に
お
け
る
源
氏
物
語
」
を
主
題
に
し
て
、
明
治
初
期
の
若
き
日
本
人
外
交
官
・
末
松
謙
澄
が
『
源
氏
物
語
』
の
英
訳
を
通
し
て
日
本
文

化
を
発
信
し
た
姿
、
樋
口
一
葉
が
『
た
け
く
ら
べ
』
の
な
か
で
、
一
見
そ
こ
は
か
と
な
く
、
し
か
し
確
実
に
下
絵
の
よ
う
に
再
現
し
た
『
源

氏
物
語
』
の
姿
、
そ
し
て
『
源
氏
物
語
』
を
講
じ
た
与
謝
野
晶
子
が
『
君
、
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
』
に
身
を
か
り
て
、
痛
烈
な
天
皇
批

判
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
の
時
代
の
姿
を
、
翻
訳
│
継
承
│
発
展
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
鮮
や
か
に
描
き
、
時
代
を
突

き
抜
け
て
見
せ
た
。
そ
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、「
ハ
イ
カ
イ
」
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
詠
ま
れ
た
俳
句
の
こ
と
ら
し
）
56
（

い
。
久
冨
木
原
先
生

は
す
で
に
数
年
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
滞
在
の
際
に
、
次
な
る
研
究
課
題
│
│
「
季
語
」
の
規
範
性
か
ら
解
放
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
「
ハ
イ
カ
イ
」
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
│
│
を
得
て
い
た
。
四
季
の
な
い

0

0

0

0

0

ブ
ラ
ジ
ル
で
、
四
季
を
前
提

0

0

0

0

0

と
し
た
「
季
語
」
と
い
う
名
の
規
範
的
呪
縛
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
俳
句
創
作
を
長
ら
く
規
定
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
規
範
性
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
ハ
イ
カ
イ
」
に
、「
い
の
ち
」、「
笑
い
」、「
身
体
表

現
」
の
妙
義
を
見
定
め
、
古
代
以
来
の
日
本
の
韻
文
に
宿
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
人
間
性
の
発
露
を
回
復
せ
ん
と
す
る
、「
も
う
一
つ
の
日
本

韻
文
史
」
構
築
に
挑
む
と
い
う
。
人
が
人
と
し
て
の
尊
厳
を
求
め
る
こ
と
は
〈
本
義
〉
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
異
端
で
あ
る
こ
と
も
辞

さ
な
い
〈
妙
義
〉
を
射
抜
く
眼
か
ら
し
か
得
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
）
57
（
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
はJSPS

科
研
費JP

26380042

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

注
（
1
）  

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
六
日
に
、
ジ
ェ
ト
ゥ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
財
団
サ
ン
パ
ウ
ロ
法
科
大
学
大
学
院
に
お
い
て
、「
日
本
憲
法
史
に
お
け
る
神

話
・
法
的
要
素
（Elem

entos m
íticos-jurídicos no constitucionalism

o japonês
）」
に
つ
い
て
話
し
た
際
、
事
前
に
受
講
生
に
配
布
し
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
い
て
、
当
日
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
点
も
含
め
つ
つ
、
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）  

こ
れ
は
、
久
富
木
原
玲
「
笑
い
の
う
た
の
源
流
│
│
芭
蕉
の
排
泄
表
現
を
め
ぐ
っ
て
」『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
』
第
七
号
（
二
〇
一
六
年
）
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三

法が神話を纏うとき

六
〇
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
こ
の
視
点
は
、
久
富
木
原
玲
「
俳
諧
歌
│
│
和
歌
史
の
構
想
・
序
説
」
同
編
『
和
歌
と
は
何
か
』（
有
精
堂
、
一
九
九
六

年
）〔
た
だ
し
同
論
文
の
初
出
は
、『
国
語
と
国
文
学
』（
一
九
八
一
年
一
〇
月
号
）〕
に
お
い
て
、
す
で
に
出
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
久
冨
木
原
先
生
の
近
刊
予

定
の
タ
イ
ト
ル
『
源
氏
物
語
と
和
歌
の
論
│
│
異
端

0

0

へ
の
ま
な
ざ
し
』（
青
簡
舎
、
近
刊
）﹇
タ
イ
ト
ル
の
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
﹈
か
ら
も
、
先
生
の
一
貫
し

た
構
え
が
見
て
と
れ
る
。

（
3
）  

「
人
間
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
時
期
と
こ
の
一
文
か
ら
、
私
は
長
い
間
、
関
心
を
も
ち
続
け
て
い
る
一
つ
の
事
件
を
思
い
起
こ
し
た
│
│
「
人
間
宣
言
」
が
出

さ
れ
た
の
と
同
じ
年
の
五
月
一
九
日
の
「
食
糧
メ
ー
デ
ー
」
の
際
に
起
き
た
い
わ
ゆ
る
「
天
皇
プ
ラ
カ
ー
ド
事
件
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受

諾
に
よ
る
敗
戦
（
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
）、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
「
政
治
役
・
市
民
的
・
宗
教
的
自
由
に
対
す
る
制
限
撤
廃
に
関
す
る
覚
書
」（
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
九

三
）（
同
年
一
〇
月
四
日
）
に
よ
る
政
治
犯
の
釈
放
が
お
こ
な
わ
れ
、
や
が
て
大
日
本
帝
国
憲
法
に
代
わ
る
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
（
一
九
四
六
年
一
一
月

三
日
）、
施
行
さ
れ
て
も
な
お
（
一
九
四
七
年
五
月
三
日
）、
検
察
側
が
「
不
敬
罪
」
に
つ
い
て
起
訴
し
、「
名
誉
棄
損
罪
」
に
よ
る
懲
役
八
ヶ
月
の
地
裁
判
決

か
ら
控
訴
審
で
の
「
免
訴
」
判
決
を
経
て
、
最
高
裁
で
「
上
告
棄
却
」
と
し
た
事
件
で
あ
る
。
も
は
や
「
不
敬
罪
」
が
存
在
す
る
余
地
が
な
い
客
観
的
状
況
の

な
か
で
な
お
、
検
察
側
は
執
拗
に
「
不
敬
罪
」
に
よ
る
訴
追
を
求
め
、
結
局
、
被
告
人
が
「
無
罪
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、

訴
訟
当
事
者
の
松
島
松
太
郎
氏
に
よ
る
詳
細
な
回
顧
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
興
味
深
い
（
吉
田
健
二
「
証
言　

日
本
の
社
会
運
動　

食
糧
メ
ー
デ
ー
と
天
皇
プ
ラ

カ
ー
ド
事
件
│
│
松
島
松
太
郎
氏
に
聞
く
（
一
）
〜
（
三
）」『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
№
五
三
四
（
二
〇
〇
三
年
五
月
）
三
六
〜
五
二
頁
、
№
五
三
五

（
二
〇
〇
三
年
六
月
）
五
五
〜
七
一
頁
、
№
五
三
七
（
二
〇
〇
三
年
八
月
）
五
四
〜
七
一
頁
）。

 
 

私
の
関
心
と
は
、
件
の
プ
ラ
カ
ー
ド
に
描
か
れ
て
い
た
フ
レ
ー
ズ
│
│
「
詔
書　

ヒ
ロ
ヒ
ト
曰
く　

國
体
は
ゴ
ジ
さ
れ
た
ぞ　

朕
は
タ
ラ
フ
ク
食
っ
て
る
ぞ

ナ
ン
ジ
人
民
飢
え
て
死
ね　

ギ
ョ
メ
イ
ギ
ョ
ジ　

日
本
共
産
党
田
中
精
機
細
胞
」
│
│
に
あ
っ
た
。
こ
の
文
言
に
つ
い
て
、
松
島
氏
は
、「
食
糧
メ
ー
デ
ー
の

前
夜
、
勤
務
す
る
田
中
精
機
の
寄
宿
舎
に
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
、
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
わ
い
わ
い
言
い
な
が
ら
、
私
自
身
が
書
い
た
も
の
で
し
た
」
と
述
べ
つ

つ
、「
初
め
は
皆
で
わ
い
わ
い
が
や
が
や
実
に
楽
し
く
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
ま
と
ま
ら
ず
、
結
局
私
に
任
さ
れ
、
プ
ラ
カ
ー
ド
の
ほ
と
ん
ど
は

私
が
書
く
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
即
興
詩
を
書
く
み
た
い
に
書
き
な
ぐ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
す
。
十
何
枚
は
書
き
ま
し
た
ね
。
そ
の
一
つ
が
『
詔
書　

ヒ
ロ
ヒ
ト

曰
く
』
だ
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
吉
田
、
前
掲
論
文
（
三
）、
五
六
頁
）。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
に
「
裏
面
」
も
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
│
│

「
働
い
て
も　

働
い
て
も　

何
故
私
た
ち
は
飢
え
ね
ば
な
ら
ぬ
か　

天
皇
ヒ
ロ
ヒ
ト
答
え
て
呉
れ　

日
本
共
産
党
田
中
精
機
細
胞
」。「
即
興
詩
を
書
く
み
た
い

に
書
き
な
ぐ
っ
た
」
か
ら
こ
そ
、
当
局
の
執
拗
な
追
及
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
放
ち
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
じ
た
事
件
で
あ
っ
た

が
、
松
島
氏
が
述
べ
る
こ
の
心
情
は
、
後
述
す
る
作
家
・
丸
谷
才
一
氏
が
「
恫
喝
の
叫
び
」
と
評
し
た
大
日
本
帝
国
憲
法
一
条
の
「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
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ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」
の
言
語
的
効
果
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
4
）  

引
用
文
は
、
国
立
国
会
図
書
館
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w.ndl.go.jp/constitution/shiryo/03/056/056tx.htm

l#t001

﹇
二
〇
一
六
年
一
一
月
五
日
閲
覧
﹈）

掲
載
の
テ
キ
ス
ト
版
に
依
っ
た
。

（
5
）  
「
天
皇
プ
ラ
カ
ー
ド
事
件
」
の
松
島
松
太
郎
氏
の
述
懐
に
よ
れ
ば
、「
人
間
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
当
時
は
、「
国
民
大
衆
の
間
に
は
な
お
広
範
に
神
格
化
さ
れ

た
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
な
い
で
残
っ
て
い
た
の
で
」
あ
り
、「
天
皇
を
神
と
し
て
、
む
し
ろ
有
難
く
思
っ
て
い
る
人
の
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
」。
吉
田
、

前
掲
論
文
（
二
）、
七
一
頁
。

（
6
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
川
畑
博
昭
「
補
節 

比
較
憲
法
学
か
ら
み
た
『
天
皇
制
国
民
主
権
』
の
課
題
│
│
『
血
に
よ
る
結
合
』
か
ら
『
地
に
よ
る
結
合
』

へ
」
同
『
共
和
制
憲
法
原
理
の
な
か
の
大
統
領
中
心
主
義
│
│
ペ
ル
ー
に
お
け
る
そ
の
限
界
と
可
能
性
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
八
八
〜
二
一
五

頁
。

（
7
）  

こ
れ
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
起
草
者
の
一
人
で
あ
る
金
子
堅
太
郎
の
述
懐
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
『
憲
法
制
定
と
欧
米
人
の
評
論
』（
日
本
青
年
館
、

一
九
三
八
年
）
二
八
〜
二
九
頁
。

（
8
）  

例
え
ば
、
樋
口
陽
一
『
憲
法
と
い
う
作
為
│
│
「
人
」
と
「
市
民
」
の
連
関
と
緊
張
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
9
）  

伊
藤
博
文
（
宮
沢
俊
義
校
註
）『
憲
法
義
解
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
〇
年
）
二
二
頁
。

（
10
）  

伊
藤
、
同
上
書
、
二
一
頁
。

（
11
）  

伊
藤
、
同
上
書
、
二
二
頁
。

（
12
）  

カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
阿
部
照
哉
・
山
川
雄
己
共
訳
）『
新
訂 

現
代
憲
法
論
│
│
政
治
権
力
と
統
治
過
程
』（
有
信
堂
、
一
九
八
六
年
）
一

八
六
〜
一
九
二
頁
。

（
13
）  

川
畑
博
昭
「
ペ
ル
ー
共
和
国
憲
法
史
と
日
本
国
憲
法
│
│
『
非
西
欧
地
域
』
と
の
比
較
か
ら
」
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
歴
史
評
論
』
六
月
号
（
二
〇
一
四

年
）
七
一
〜
七
五
頁
に
お
い
て
、
私
は
繰
り
返
し
て
き
た
憲
法
制
定
の
意
味
を
、
制
定
の
行
為
を
お
こ
な
っ
た
分
だ
け
共
和
制
の
妥
当
性
を
確
認
し
、
歴
史
的

に
規
範
性
を
重
ね
続
け
て
き
た
と
評
し
た
。

（
14
）  

金
子
堅
太
郎
『
憲
法
制
定
と
欧
米
人
の
評
論
』（
日
本
青
年
館
、
一
九
三
八
年
）
一
四
〇
頁
は
、
国
体
に
つ
い
て
ど
の
書
に
依
る
こ
と
が
最
適
か
と
い
う
点

に
関
し
て
、「
そ
れ
に
就
い
て
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
大
日
本
史
が
随
一
髄
で
あ
る
」
と
し
、
よ
り
簡
単
な
も
の
と
し
て
、
北
畠
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』

や
水
戸
の
烈
公
の
『
弘
道
館
記
』
な
ど
に
言
及
す
る
。



一
五
五

法が神話を纏うとき

（
15
）  

伊
藤
、
前
掲
書
、
一
九
頁
。

（
16
）  

一
九
八
九
年
六
月
二
八
日
に
英
吉
利
法
律
学
校
（
現
中
央
大
学
）
刊
行
を
収
め
た
次
の
復
刻
版
、
原
著
・
伊
藤
博
文
、
英
訳
・
伊
東
巳
代
治
『
英
訳 

憲
法

義
解 CO

M
EN
TARIES O

N
 TH
E CO

N
STITU

TIO
N
 O
F TH

E EM
PIRE O

F JAPAN

』（
呉PASS

出
版
、
二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
。

（
17
）  
伊
藤
、
前
掲
書
、
一
二
七
頁
。

（
18
）  

旧
刑
法
下
の
不
敬
罪
事
件
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
「
明
治
一
五
年
刑
法
施
行
直
後
の
不
敬
罪
事
件
│
一
〜
一
二
完
│
」『
法
学
研
究
』
第
四
四
巻
第
七
号
〜

第
一
二
号
（
一
九
七
一
年
）、
第
四
五
巻
第
一
号
、
第
四
号
〜
第
八
号
（
一
九
七
二
年
）
が
、
実
証
的
で
詳
細
な
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
渡
辺

治
「
天
皇
制
国
家
秩
序
の
歴
史
的
研
究
序
説
│
│
大
逆
罪
・
不
敬
罪
を
素
材
と
し
て
」『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
〇
巻
第
五
号
（
一
九
七
九
年
）
八
八
〜
二
六

頁
も
参
照
。

（
19
）  

こ
の
点
に
関
わ
っ
て
、
二
〇
一
六
年
八
月
二
一
日
、
私
は
伯
母
の
前
田
カ
ヨ
〔
一
九
二
三
年
（
大
正
一
三
）
年
四
月
一
日
生
、
満
九
二
歳
〕
と
そ
の
夫
で
あ

る
伯
父
の
前
田
克
男
〔
一
九
二
四
（
大
正
一
二
）
年
二
月
三
日
生
、
満
九
三
歳
〕（
い
ず
れ
も
鹿
児
島
県
垂
水
市
在
住
）
か
ら
、
次
の
よ
う
な
証
言
を
得
た
。

　

 
 

　

 　

伯
母
は
体
が
弱
か
っ
た
た
め
に
、
高
等
科
ま
で
は
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
学
校
教
育
で
の
『
教
育
勅
語
』
の
扱
い
に
つ
い
て
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
幼

少
時
の
経
験
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
た
。
彼
女
の
父
（
私
の
祖
父
）・
平
田
岩
助
は
集
落
の
常
会
長
を
し
て
お
り
、
読
み
書
き
の
で
き
な
い
近
隣
住
民
の
た

め
の
書
類
作
成
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
た
が
、
自
宅
で
開
催
す
る
常
会
で
、
集
落
住
民
一
同
が
会
し
、
首
を
垂
れ
る
な
か
で
、『
教
育
勅
語
』
を
読
み
上

げ
た
の
ち
、
会
の
進
行
に
入
っ
て
い
く
の
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
述
べ
た
あ
と
、
伯
母
は
お
も
む
ろ
に
、「
そ
れ
は
、『
朕
惟
フ
二
皇
祖
皇
宗
の
…
…
』

と
い
う
も
の
だ
っ
た
」
と
口
に
し
た
。「
み
ん
な
意
味
を
理
解
し
て
い
た
の
か
」
と
の
私
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、「
ど
う
だ
ろ
う
ね
ぇ
。
私
た
ち
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
け
ど
」
と
答
え
た
。
そ
し
て
天
皇
と
い
う
存
在
は
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
あ
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
だ
っ
た
」
と
も
付
言
し
た
。

　

 
 

　

 　

伯
母
が
天
皇
に
つ
い
て
言
及
し
た
そ
の
矢
先
に
、
寡
黙
な
伯
父
が
突
然
、
口
を
開
い
た
│
│
「
自
分
は
戦
中
、
南
西
諸
島
で
敵
機
の
攻
撃
を
受
け
て
、

乗
り
込
ん
で
い
た
戦
艦
が
沈
没
し
て
、
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
。
十
二
時
間
ほ
ど
海
中
に
浮
遊
し
て
、
奇
跡
的
に
救
助
さ
れ
て
、
中
国
の
揚
子
江
流
域
地
帯

か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
と
移
送
さ
れ
、
敗
戦
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
山
奥
で
知
っ
た
。
多
く
の
少
年
兵
も
乗
り
込
ん
で
い
た
が
、
彼
ら
の
多
く
が
海
上
で
「
お
母

さ
ん
、
お
母
さ
ん
」
と
泣
き
叫
び
な
が
ら
、
や
が
て
息
絶
え
て
い
っ
た
」。
私
か
ら
、「『
天
皇
陛
下
万
歳
！
』
と
叫
ん
で
死
ん
で
い
っ
た
人
た
ち
は
い
た

の
か
」
と
問
う
と
、「
そ
ん
な
者
は
ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た
」
と
右
手
と
首
を
強
く
左
右
に
振
り
な
が
ら
、
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
た
。

 

　

ま
た
、
二
〇
一
六
年
八
月
二
五
日
に
は
、
伯
父
の
平
田
健す

ぐ
や

〔
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
三
月
二
四
日
生
、
満
八
〇
歳
﹇
九
歳
で
終
戦
﹈〕
と
、
妻
で
伯
母

の
平
田
敏
子
〔
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
七
月
三
一
日
生
、
満
七
七
歳
﹇
六
歳
で
終
戦
﹈、
鹿
児
島
県
指
宿
市
頴
娃
町
出
身
〕（
い
ず
れ
も
鹿
児
島
県
垂
水
市
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在
住
）
と
も
話
す
機
会
が
あ
り
、
彼
ら
で
さ
え
教
育
勅
語
に
つ
い
て
の
記
憶
を
か
す
か
に
と
ど
め
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

 
　
　

 　

伯
母
前
田
カ
ヨ
の
実
弟
で
あ
る
伯
父
の
平
田
健
は
、
祖
父
岩
助
が
常
会
の
際
に
、
床
の
間
の
端
の
扉
に
収
納
さ
れ
て
い
た
文
書
を
、
恭
し
く
取
り
出
し

て
読
み
始
め
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
、「
お
そ
ら
く
あ
れ
が
『
教
育
勅
語
』
だ
っ
た
と
思
う
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、「
そ
れ
は
、『
朕
惟
フ
ニ
、

我
ガ
皇
祖
皇
宗
國
ヲ
肇
ム
ル
コ
ト
宏
遠
二
、
徳
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ
。
我
ガ
臣
民
克
ク
孝
二
、
億
兆
心
ヲ
一
二
シ
テ
世
世
厥
ノ
美
ヲ
濟
セ
ル
ハ
、
此

レ
我
ガ
國
體
ノ
精
華
ニ
シ
テ
、
教
育
ノ
淵
源
亦
實
二
此
二
存
ス
。
…
…
』
と
、
伯
母
の
敏
子
と
共
に
、
九
〇
％
以
上
の
正
確
さ
で
口
に
し
た
。
そ
の
後
、

伯
母
の
敏
子
が
、「
あ
の
当
時
、
こ
れ
ら
の
意
味
を
わ
か
っ
て
い
る
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
う
し
た
文
書
は
、
い
わ
ゆ
る
『
偉
い
人
た
ち

が
書
い
た
も
の
』
で
、
と
に
か
く
そ
う
い
う
文
書
に
対
し
て
は
、
う
な
だ
れ
て
聴
く
こ
と
が
常
だ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

 
 

こ
の
限
ら
れ
た
体
験
談
か
ら
わ
か
る
の
は
、
意
味
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に
、
と
に
か
く
「
敬
う
べ
き
も
の
」
と
し
て
暗
唱
を
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
『
教
育

勅
語
』
だ
っ
た
。「
意
味
不
明
」
の
も
の
を
「
暗
唱
」
す
る
と
は
、
神
話
・
伝
説
に
よ
る
呪
術
的
効
果
を
存
分
に
発
揮
す
る
「
自
己
暗
示
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

庶
民
レ
ヴ
ェ
ル
で
こ
う
し
た
状
況
が
一
般
化
し
て
い
る
な
か
で
、
そ
れ
に
疑
問
を
抱
き
抗
う
こ
と
は
、
お
よ
そ
非
現
実
的
な
想
定
で
あ
ろ
う
。
明
治
憲
法
体
制

の
実
体
と
は
、
こ
う
し
た
「
自
己
暗
示
」
を
か
け
た
人
び
と
に
よ
る
公
的
空
間
に
の
み
効
果
を
放
つ
こ
と
が
で
き
る
体
制
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
国

家
の
本
質
と
し
て
捉
え
返
す
と
、
そ
れ
は
「
近
代
立
憲
国
家
」
か
ら
の
「
逸
脱
」
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
「
本
道
」
に
即
し
た
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
20
）  

教
育
勅
語
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
海
後
宗
臣
『
教
育
勅
語
成
立
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
）、
稲
田
正
次
『
教
育
勅
語
成
立
過
程
の
研

究
』（
講
談
社
、
一
九
七
一
年
）
を
参
照
。
な
お
、
現
時
点
で
の
教
育
勅
語
研
究
の
現
段
階
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
貝
塚
茂
樹
「
近
現
代
教
育
史
の
な
か
の
教

育
勅
語
：
研
究
成
果
の
検
討
と
課
題
」『
武
蔵
野
大
学
教
養
教
育
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
五
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
七
一
〜
一
八
七
頁
が
、
非
常
に
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。

（
21
）  

池
澤
夏
樹
『
憲
法
な
ん
て
知
ら
な
い
よ
』（
集
英
社
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）
一
一
六
頁
。

（
22
）  

池
澤
、
同
上
書
、
一
一
九
頁
。

（
23
）  

こ
の
点
で
、
法
哲
学
者
の
碧
海
純
一
氏
の
一
連
の
仕
事
が
想
起
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
碧
海
純
一
『
法
と
言
語
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
五
年
）。
法
の
言
語

に
関
し
て
は
、
近
年
で
は
む
し
ろ
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
等
、
日
本
社
会
に
増
え
つ
つ
あ
る
外
国
籍
住
民
へ
の
法
支
援
の
現
実
か
ら
の
関
心
が
強

い
。
私
が
関
わ
っ
た
も
の
と
し
て
、
川
畑
博
昭
「
憲
法
と
ス
ペ
イ
ン
語
│
│
『
言
語
的
存
在
と
し
て
の
法
』
の
一
断
面
」
堀
田
英
夫
編
『
法
生
活
空
間
に
お
け

る
ス
ペ
イ
ン
語
の
用
法
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
三
〜
二
一
頁
。

（
24
）  

丸
谷
才
一
「
文
章
論
的
憲
法
論
」
池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集
『
日
本
語
の
た
め
に
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
六
年
）
四
〇
八
頁
〔
こ
こ
で
は
、
丸
谷
才
一



一
五
七

法が神話を纏うとき

『
日
本
語
で
生
き
る　

丸
谷
才
一
批
評
集　

第
六
巻
』（
文
芸
春
秋
、
一
九
九
六
年
）
が
底
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
の
引
用
は
池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集
の

も
の
に
拠
っ
た
〕。

（
25
）  
丸
谷
才
一
『
文
章
読
本
』〔
改
版
〕（
中
公
文
庫
、
一
九
九
五
年
）
七
一
〜
七
二
頁
、
同
上
書
（
二
〇
一
六
年
）
四
〇
八
〜
四
〇
七
頁
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

丸
谷
氏
が
日
本
国
憲
法
の
文
章
を
丸
ご
と
称
賛
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、「
た
し
か
に
現
行
憲
法
は
名
文
で
は
な
い
が
、
し
か
し
あ
れ
だ
っ
て
明
治

憲
法
に
く
ら
べ
れ
ば
文
章
と
し
て
遥
か
に
優
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
（
丸
谷
、
前
掲
書
（
一
九
九
五
年
）、
七
二
頁
）。

（
26
）  

丸
谷
、
前
掲
書
（
一
九
九
五
年
）、
八
〇
頁
。

（
27
）  

丸
谷
、
同
上
。

（
28
）  

丸
谷
、
同
上
書
、
七
九
〜
八
〇
頁
。

（
29
）  

池
澤
、
前
掲
書
（
二
〇
〇
五
年
）、
一
二
〇
頁
は
、
翻
訳
の
妙
味
と
難
し
さ
を
巧
み
に
表
現
す
る
│
│
「
先
に
翻
訳
は
文
化
の
間
の
隙
間
に
橋
を
架
け
る
作

業
だ
と
書
い
た
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
ど
こ
に
ど
ん
な
隙
間
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
作
業

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
も
あ
り
、
立
派
な
橋
が
か
け
ら
れ
な
く
て
ぐ
ら
ぐ
ら
揺
れ
る

仮
の
橋
で
さ
し
あ
た
り
間
に
合
わ
せ
る
作
業

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
架
橋
の
限
界
を
嘆
く
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
も
あ
る
ら
し
い
」。

（
30
）  

伊
藤
、
前
掲
書
、
二
二
頁
。

（
31
）  

原
著
・
伊
藤
、
英
訳
・
伊
東
、
前
掲
書
、
一
六
頁
。

（
32
）  

丸
谷
、
前
掲
書
（
一
九
九
五
年
）、
八
〇
頁
。

 
 

な
お
、
以
上
の
点
は
、「
天
皇
ハ
国
ノ
元
首
ニ
シ
テ
統
治
権
ヲ
総
攬
シ
此
ノ
憲
法
ノ
条
規
ニ
依
リ
之
ヲ
行
フ
」
と
規
定
し
、「
統
治
権
」
に
言
及
し
て
い
た
四

条
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。「
統
治
権
ヲ
総
攬
ス
」
と
は
、“The Em

peror is the head of the Em
pire, com

bining in H
im
self the rights of 

sovereignty, and …
”

（
斜
体
は
川
畑
）
と
英
訳
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、「
統
治
権
」
が
「
主
権
の
権
利
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
目
が
留
ま
る
が
、『
義

解
』
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
統
治
権
を
総
攬
す
る
は
主
権
の
体
な
り
。
憲
法
の
条
規
に
依
り
之
を
行
ふ
は
主
権
の
用
な
り
。
体
有
り
て
用
無
け
れ
ば
之
を

専
制
に
失
ふ
。
用
あ
り
て
体
無
け
れ
ば
之
を
散
漫
に
失
ふ
」
と
述
べ
、
主
権
の
「
所
在
」
と
「
行
使
」
と
が
、
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。

（
33
）  

「
国
民
主
権
」
を
め
ぐ
る
主
権
論
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
の
憲
法
学
界
で
は
一
九
七
〇
年
代
に
「
主
権
論
争
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
展
開
さ
れ

て
い
た
。
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
手
際
よ
く
整
理
し
た
も
の
と
し
て
は
、
辻
村
み
よ
子
『
市
民
主
権
の
可
能
性
』（
日
本
評
論

社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
私
の
主
権
概
念
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
川
畑
博
昭
「
大
航
海
時
代
イ
ベ
リ
ア
文
書
に
お
け
る
『
人
民
主
権
』
の
原
理
的

意
味
│
│
『
近
代
法
』
再
考
の
た
め
の
『
主
権
』
の
『
抗
議
性
』
に
つ
い
て
の
覚
書
的
認
識
」『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
年
報
』
第
六
号
（
二
〇



一
五
八

愛知県立大学日本文化学部論集　第８号　2016

一
三
年
）、
一
〜
二
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
34
）  

国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3860375

﹇
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
一
日
閲
覧
﹈）。

（
35
）  
丸
谷
、
前
掲
書
（
一
九
九
五
年
）、
八
一
〜
八
二
頁
。

（
36
）  
前
掲
注（
7
）の
通
り
、
金
子
堅
太
郎
の
述
懐
で
は
、「
憲
法
は
日
本
建
国
の
国
体
に
基
づ
い
て
起
草
せ
よ
、
而
し
て
外
国
の
憲
法
は
斟
酌
し
て
悪
い
点
が
あ

る
な
ら
捨
て
ゝ
善
い
所
が
あ
つ
た
な
ら
取
れ
と
云
う
御
沙
汰
で
あ
」
っ
た
〔
金
子
、
前
掲
書
、
二
八
〜
二
九
頁
〕。

（
37
）  

丸
谷
、
前
掲
書
（
一
九
九
五
年
）、
八
四
頁
。

（
38
）  

丸
谷
、
前
掲
書
（
一
九
九
五
年
）、
八
五
頁
。
丸
谷
氏
は
文
学
者
ら
し
く
、
不
明
確
さ
ゆ
え
に
生
じ
る
憲
法
条
文
の
低
度
の
伝
達
性
の
根
拠
を
、
日
本
に
お

け
る
散
文
の
未
発
達
状
況
に
求
め
た
が
、
こ
の
文
脈
で
丸
谷
氏
が
述
べ
る
「
散
文
」
の
意
味
に
は
、
注
意
を
要
す
る
。
彼
は
、「
散
文
の
文
体
が
確
立
し
て
ゐ

る
」
と
い
う
こ
と
を
、
医
学
書
や
法
文
、
さ
ら
に
は
旅
行
案
内
な
ど
の
よ
う
な
「
き
は
め
て
実
用
的
な
文
章
が
、
意
味
を
明
晰
に
伝
達
し
得
る
形
に
な
っ
て
ゐ

る
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〔
丸
谷
、
前
掲
書
（
二
〇
一
六
年
）、
四
一
七
〜
四
一
八
頁
〕

（
39
）  

こ
れ
ら
に
つ
い
て
私
な
り
に
比
較
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
川
畑
博
昭
「『
神
』
を
宿
す
『
天
皇
制
国
民
主
権
』
の
現
在
│
│
『
日
本
ス
ペ
イ

ン
交
流
四
〇
〇
周
年
比
較
憲
法
セ
ミ
ナ
ー
』
に
際
し
て
考
え
た
君
主
制
論
」『
愛
知
県
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
論
集
（
日
本
文
化
専
攻
編
）』、
第
一

五
号
（
日
本
文
化
専
攻
編
第
五
号
）（
二
〇
一
五
年
）
一
〜
二
五
頁
、
同
「『
日
本
の
君
主
制
』
再
論
│
│
憲
法
制
度
を
凌
駕
す
る
信
仰
」
上
川
通
夫
・
川
畑
博

昭
編
『
日
出
づ
る
国
と
日
沈
ま
ぬ
国
│
│
日
本
・
ス
ペ
イ
ン
交
流
の
四
〇
〇
年
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
一
四
三
〜
一
六
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
40
）  

鈴
木
富
雄
『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

五
日
市
憲
法
草
案 

日
本
国
憲
法
の
源
流
を
訪
ね
る
』（
日
本
機
関
紙
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
）
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
、
五
日
市
憲
法
草
案
の
発
見
者
の
一
人
で
あ
る
日
本
近
代
史
家
の
新
井
勝
紘
氏
の
発
言
に
拠
る
。

（
41
）  

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
企
画
展
図
録
『
自
由
民
権
と
憲
法
│
│
『
東
洋
大
日
本
国
々
憲
案
』
か
ら
『
日
本
国
憲
法
へ
』』（
二
〇

一
四
年
）
が
、
全
体
像
を
知
る
上
で
簡
便
で
あ
る
。
植
木
枝
盛
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
家
永
三
郎
氏
に
よ
る
先
駆
的
研
究
を
は
じ
め
、
現
在
で
も
多
く
の
仕
事

が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

（
42
）  

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
概
要
を
示
す
、
鈴
木
、
前
掲
書
に
加
え
、
色
川
大
吉
・
江
井
英
雄
・
新
井
勝
紘
『
民
衆
憲
法
の
創
造
』（
評
論
社
、
一
九
七
〇
年
）
が

あ
る
。
最
近
の
も
の
と
し
て
は
、
色
川
大
吉
編
著
『
五
日
市
憲
法
草
案
と
そ
の
起
草
者
た
ち
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
43
）  

稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）、
特
に
七
五
〜
一
六
二
頁
の
「
第
三
章 

各
種
私
擬
憲
法
草
案
」
を
参
照
。

（
44
）  

維
新
政
府
設
立
の
経
緯
か
ら
し
て
隣
県
の
熊
本
と
は
異
な
り
、
自
由
民
権
の
動
き
が
現
れ
難
か
っ
た
鹿
児
島
に
お
い
て
さ
え
、
竹
下
弥
平
と
称
す
る
人
物
に
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よ
る
私
擬
憲
法
草
案
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
吉
田
健
一
・
鶴
丸
寛
人
「
竹
下
弥
平
の
出
自
と
明
治
私
擬
憲
法
草
案
へ
の
明
六
社
の
思

想
的
影
響
に
つ
い
て
」『
鹿
児
島
大
学
稲
盛
ア
カ
デ
ミ
ー
研
究
紀
要
』
第
六
号
（
二
〇
一
五
年
）
五
三
〜
一
二
〇
頁
。

（
45
）  
こ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
前
出
の
金
子
堅
太
郎
の
回
想
（
前
掲
書
、
一
二
四
〜
一
二
八
頁
）
の
「
起
草
中
の
思
ひ
出
」
を
述
べ
た
箇
所
に
、

よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）  

渡
辺
氏
は
こ
の
著
作
〔『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
）〕
に
つ
い
て
、「
昔
の
日
本
は
良
か
っ
た
と
い
う
だ
け

0

0

」（
傍
点
は
原
文
）
と
述
べ

た
あ
る
批
評
に
つ
い
て
、「
だ
が
こ
の
人
は
肝
心
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。『
昔
の
日
本
は
よ
か
っ
た
』
と
言
っ
て
い
る
の
は
私
で
は
な
い
。
幕
末
・
明
治
初
期

の
外
国
人
観
察
者
が
そ
う
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
応
答
す
る
。
渡
辺
京
二
「
逝
き
し
世
と
現
代
」『
や
ま
か
わ
う
み　

自
然
民
俗
誌
』（
ア
ー
ツ
ラ
ン
ド
グ

ラ
フ
ツ
、
二
〇
一
五
年
）
一
一
五
頁
。

（
47
）  

そ
れ
は
、
憲
法
制
定
過
程
に
お
い
て
、「
国
体
護
持
」
に
固
執
し
た
当
時
の
日
本
政
府
の
頑
迷
固
陋
な
姿
勢
と
、
戦
争
放
棄
と
非
武
装
を
謳
っ
た
日
本
国
憲

法
を
、
圧
倒
的
国
民
が
熱
狂
的
に
受
け
入
れ
た
事
実
を
想
起
す
れ
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。

（
48
）  

渡
辺
、
前
掲
書
、
二
五
七
〜
二
五
八
頁
。
渡
辺
氏
は
そ
の
後
に
続
け
て
、「
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
日
本
労
働
大
衆
に
つ
い
て
の
こ
う
い
う
意
外
な
記

述
が
み
ら
れ
る
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
記
録
に
限
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
付
言
し
、
江
戸
時
代
の
労
働
大
衆
が
自
由
な
身
体
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
の
例
証
と

す
る
。

（
49
）  

渡
辺
、
同
上
書
、
二
七
七
頁
。

（
50
）  

渡
辺
、
同
上
書
、
二
六
九
頁
。

（
51
）  

渡
辺
、
同
上
書
、
二
七
三
頁
。
そ
し
て
渡
辺
氏
は
、「
そ
の
意
味
で
も
、
江
戸
期
の
民
衆
の
自
由
の
基
礎
と
な
っ
た
前
近
代
的
共
同
団
体
の
自
治
権
は
、
再

検
討
と
再
評
価
を
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
付
言
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
（
同
頁
）。

 
 

こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
家
永
三
郎
「
日
本
に
お
け
る
共
和
主
義
の
伝
統
」
久
野
収
・
神
島
二
郎
編
『「
天
皇
制
」
論
集
』（
三
一
書
房
、
一

九
七
四
年
）
三
二
八
〜
三
四
二
頁
も
再
読
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
52
）  

前
掲
注（
1
）を
参
照
。

（
53
）  

外
務
省
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
デ
ー
タ
に
よ
る
（http://w

w
w.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/brazil/data.htm
l#section

2

﹇
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
四
日
閲
覧
﹈）。

（
54
）  

ブ
ラ
ジ
ル
憲
法
史
に
つ
い
て
は
、Paulo Bonavides, Paes de Andrade, H

istoria Constitucional do Brasil, 
4ªedição, AB Editora, 

Brasília, 2002

を
参
照
。



一
六
〇

愛知県立大学日本文化学部論集　第８号　2016

（
55
）  Em

ília Viotti da Costa, D
a M
onarquia à República: M

O
M
EN
TO
S D
ECISIVO

S, (8ª edição revista e am
pliada - 2ª reim

pressão ), 
Editora U

nesp, São Paulo, 
1998, p. 

369.

ブ
ラ
ジ
ル
帝
国
時
代
の
市
民
権
に
つ
い
て
は
、José M

urillo de Carvalho e Adriana Pereira 
Cam

pos (orgs. ), PERSPECTIVA
S D
A
 CID

A
D
A
N
IA
 N
O
 BRA

SIL IM
PÉRIO

, Editora Civilização Brasileira, Rio de Janeiro, 2011

を
参

照
。

（
56
）  

久
富
木
原
、
前
掲
論
文
（
二
〇
一
六
年
）、
四
九
〜
五
〇
頁
。

（
57
）  

川
畑
博
昭
「〈
異
形
〉
の
法
の
継
受
│
│
ス
ペ
イ
ン
領
グ
ラ
ン
・
カ
ナ
リ
ア
島
の
日
本
国
憲
法
九
条
に
ふ
れ
て
」
名
古
屋
大
学
『
法
政
論
集
』
第
二
七
二
号

（
鮎
京
正
訓
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）〔
二
〇
一
七
年
三
月
公
刊
予
定
〕
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
試
み
た
小
論
で
あ
る
。
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